
はじめに 

 

看護学教育は、急速に大学化が進んできました。その中で、大学教育改革が行われ、教

育の質向上のために大学教員の能力開発が行われています。特に、大学において FD活動が

必須になったことで多くの FDプログラムが展開されています。 

看護系大学は、全国で 200 校以上になり、その取り組みは他の学問領域のモデルになる

ことが期待されています。看護学教育は共通の基盤を持ちながら、各大学の個性に合わせ

て多様な教育研究活動が行われているからです。また、看護実践能力を高めながら、学問

として看護学を教育する能力を高めているという状況にありながら両立を図っているとい

う特徴もあります。 

しかしながら、FD活動を推進して行く上で、適切なプログラムの企画や実施・評価が難

しいということや体系的なプログラムの構築ができないなど、困難な課題も抱えています。 

 

このような状況の中で、看護実践研究指導センターは、2010 年に文部科学大臣より「看

護学教育研究共同利用拠点」として認定していただきました。教育関係共同利用拠点は当

初 8 拠点認定されましたが、センターは看護学教育に特化した拠点として認めていただき

ました。 

そこで、全国の看護系大学が行っている FD活動の基礎になるマップを開発し可視化する。

併せて、各大学の取り組みをデータベース化し、他大学の取り組みを参考に自大学の FD活

動の企画・運営・評価がしやすくなることを目指す、「看護学教育におけるＦＤマザーマッ

プの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトを 2011年から開始しました。 

専門家会議を中心にした 2 年間の取り組みでＦＤマザーマップ（試行版）が完成しまし

たので、報告書にまとめました。皆様方のご意見を伺い、2013 年度の完成を目指したいと

思います。また、実際にＦＤマザーマップを活用し、自大学の FDマップ作成に取り組んで

いただければ幸いに存じます。 

 

看護学教育研究共同利用拠点 
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Ⅰ．プロジェクトの概要   

 

１．プロジェクトの目的  

１）目的 

本プロジェクトの目的は、各看護系大学が高等教育における看護学教育の特質をふまえた有効なＦＤ

（ファカルティ・ディベロプメント）を計画的に企画・実施・評価できるように支援することである。

この目的を達成するため、以下の 2 点の目標を掲げる。 

１．高等教育における看護学教育の特質をふまえた体系的なＦＤマザーマップおよび 

ＦＤプランニング支援データベースを開発する。 

２．開発したＦＤマザーマップを看護系大学間で共同活用できる体制を構築し、全国 

6 ブロックの基幹校の研修を受けた教員（ファカルティ・ディベロッパー）により 

推進体制を構築する。 

 

２）意義 

 平成 19年の大学設置基準の改正以来、各看護学系大学においてもさまざまな FD が実施されている。 

しかし、ＦＤの企画・実施・評価を導く体系的なＦＤプログラムの指針がないため、各企画は単発的

なものになりがちで、看護学系大学の能力を持続的に向上させるものとはなっていなかった。 

これまで、体系的なＦＤプログラムの指針という点では、国立教育政策研究所において開発された「大

学・短大でＦＤに携わる人のためのＦＤマップと利用ガイドライン」があるが、これは、看護学教育の

特質をふまえたものではない。 

本プロジェクトは、看護学教育の分野で唯一教育関係共同利用拠点として認定された、千葉大学大学

院看護学研究科附属看護実践研究指導センターが、看護職としての実践能力の獲得と学問の修得との両

立が強く求められている、という看護学教育の特質をふまえたＦＤマザーマップを、わが国で初めて開

発するものである。 

 開発されたＦＤマザーマップを利用することで、各看護系大学が必要なＦＤの内容を分析でき、現状

を可視化できる。さらに、データベース機能によりＦＤに利用できる資料（物的資源）や講師（人的資

源）などを検索でき、ＦＤ実施後の評価を集約してゆくことが可能となる。これらを活用することで大

学間の相互交流が活性化される。このような大学間共同活用体制の構築により、ＦＤの質の向上に貢献

できることに、本プロジェクトの意義がある。 
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２．取り組み内容  

１）プロジェクトの全体図 

本プロジェクトは、看護学教育の特質を踏まえた大学教員の能力開発へのニーズを背景に、千葉大学

大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センターの実施してきた「看護系大学教員を対象とした全国

規模の研修」と「看護系大学と臨地実習施設の連携を目指した看護職を対象とした研修」との実績のも

とに、「看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と大学間共同活用の促進」に取り組むものである。

期間は 5 年間で、平成 23 年度から 25 年度に看護学教育におけるＦＤマザーマップを開発し、平成 26

年度、27 年度には大学間共同活用体制を構築し展開する。この実施体制として、当センター教員と看護

学研究科教員、特任教員、看護学および教育学の専門家から構成される専門家会議を組織する。本事業

達成による効果は、学問的効果、社会的効果、改善効果から見込まれる。 
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２）看護学教育における FD マザーマップの開発 

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発は、次の段階を経て行う。まず、専門家会議により、看

護系大学教員に求められる能力を明らかにする。これと並行して、各大学が現在実施しているＦＤプロ

グラムに関する実態調査を実施する。これらの結果から、看護系大学教員の能力をさらに発展させるた

めに、より強化すべきＦＤの内容を特定する。 

その上で、開発したＦＤマザーマップを複数大学で試用し、その効果を検証した上でさらに洗練させ

る。加えて、全国から基幹校を設定し、ＦＤマザーマップの活用に関する研修を開始する。 
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３）大学間共同活用体制の構築と展開 

大学間共同活用体制の構築と展開に向けて、基幹校を選定し、看護学教育におけるＦＤマザーマップ

大学間共同利用システムを整備する。併せて、FD マザーマップの活用に向けた研修を実施する。 

また、東アジア地域の看護教育機関との連携により、ＦＤマザーマップを活用した看護学系大学教員

の能力開発に向けて、国際貢献の先鞭をつける。 
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４）年次計画 

本プロジェクトの実施には 5 年間を予定している。初めの 3 年間（平成 23 年度から 25 年度）では、

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発を行い、次の 2 年間（平成 26 年度、27 年度）で、大学間

共同活用体制を構築し、実用化に向けて整備してゆく予定である。 
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３．実施体制  

１）平成２３年度  

（委員 21名）  ○委員長 

   川島 啓二  国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官 

佐藤 浩章  愛媛大学教育・学生支援機構 教育企画室准教授 

近田 政博  名古屋大学高等教育研究センター准教授 

加藤 かおり 新潟大学教育・学生支援機構 大学教育機能開発センター准教授 

松浦 和代  札幌市立大学看護学部教授 

吉沢 豊予子 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻教授 

飯岡 由紀子 聖路加看護大学看護学部准教授  

永山 くに子 富山大学大学院医学薬学研究部教授 

阿曽 洋子  大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻教授 

雄西 智恵美 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部保健科学部門教授 

井手 知恵子 大分大学医学部 看護学科教授 

    

正木 治恵  千葉大学大学院看護学研究科教授・研究科長 

宮﨑 美砂子 千葉大学大学院看護学研究科教授 

吉本 照子  千葉大学大学院看護学研究科教授 

中山 登志子 千葉大学大学院看護学研究科准教授 

○北池 正   千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授 

野地 有子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授  

和住 淑子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授 

黒田 久美子 千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター准教授 

宮芝 智子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター特任講師 

松田 直正  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター特任助教  
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２）平成２４年度  

（委員 22名） 

   川島 啓二  国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官 

佐藤 浩章  愛媛大学教育・学生支援機構 教育企画室准教授 

近田 政博  名古屋大学高等教育研究センター准教授 

加藤 かおり 新潟大学教育・学生支援機構 大学教育機能開発センター准教授 

松浦 和代  札幌市立大学看護学部教授 

吉沢 豊予子 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻教授 

飯岡 由紀子 聖路加看護大学看護学部准教授  

永山 くに子 富山大学大学院医学薬学研究部教授 

阿曽 洋子  大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻教授 

雄西 智恵美 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部保健科学部門教授 

井手 知恵子 大分大学医学部 看護学科教授 

    

正木 治恵  千葉大学大学院看護学研究科教授・研究科長 

宮﨑 美砂子 千葉大学大学院看護学研究科教授 

吉本 照子  千葉大学大学院看護学研究科教授 

中山 登志子 千葉大学大学院看護学研究科准教授 

○北池 正   千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授 

野地 有子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授  

和住 淑子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター教授 

黒田 久美子 千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター准教授 

錢 淑君   千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター准教授 

遠藤 和子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター特任准教授 

鈴木 友子  千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター特任助教  
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４．活動実績  

１）キックオフ講演会 
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２）研究会  

（１）看護系大学におけるＦＤに関するセンター研究会 

平成 24 年 6 月 29 日（金）、サンディエゴ大学からコニー・カラン先生、アン・メーヨー先生

を講師にお迎えしセンター研究会を開催しました。センター教員に加えて、学内から多領域の教員

および院生の参加がみられました。 

最初に、サンディエゴ大学客員研究員でもある野地教授より趣旨説明と両先生の紹介がなされま

した。続いて、カラン先生よりコミュニティの中で看護研究をすすめることについて、および、

国際研究についてご講義いただきました。 

また、メーヨー先生からは 2010 年に出版された IOM レポート：Future of Nursing に基づき、

質の高い、患者中心のケアのためには、看護師の教育レベルの向上、看護を実践するうえでの現

場での障壁をなくすこと、看護のリーダーシップの必要性などについてお話いただきました。 

本研究会を通して、質の高い看護職を要請することの重要性、またそれを達成するための FD

の重要性を再確認いたしました。 
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３）海外出張  

１．2011.6.22～25. 韓国・韓国教育開発院および梨花女子大学 

  出張者：野地有子 

  目 的：FD マザーマップ開発プロジェクトの国際発信（東南アジア編）の研究連携のため 

  内 容：韓国高等教育開発院（KEDI）を訪問し、Dr. Kwang-Hee Chung 部長と面談し、韓国

の高等教育の動向、および、大学教育力プロジェクトについて具体的に資料提示を受け

ながら聴き取り調査を実施した。6 月 23～25 日は、梨花女子大学で開催された第 1 回

Global Qualitative Health Research Congress(世界 25 か国 700 名の参加者)に出席し、

本センターの FD に関するプロジェクトの国際発信を行った。韓国、フィンランド、  

ドイツ、香港、米国、カナダおよび日本等の研究者と意見交換し、研究連携の基盤づく

りを実施した。 

 

２．2012.2.20～22. 米国・ニューヨーク大学メディカルセンター 

出張者：和住淑子、黒田久美子 

目 的：看護学教育における病院と大学との協働、関連の FD・SD に関する情報収集 

内 容：ニューヨーク大学メディカルセンターにおける、病院と大学との協働、関連のＦＤ・Ｓ

Ｄに関する活動の紹介を受け、看護管理・教育の観点から意見交換を行った。ユニーク

な活動として Attending Nurse プログラムが紹介された。これは、新人スタッフ看護師

やインターン医師の教育を目的としたプログラムであり、3 年前より実施されていた。

先輩医療職が新人看護師や研修医とともに院内をラウンドし、ロールモデルとなるもの

である。病院長や看護管理者もラウンドに参加しているが、さらに大学教員もラウンド

に参加しており、これが教員の FD にもなっている。また教員は多くの共同研究を病院

スタッフと協働で行っており、その協働を通じて、お互いの FD・SD の役割が果たされ

ている様子が理解できた。 

 

３．2012.8.2～19．米国・University of San Diego 

  出張者：野地有子 

  目 的：プロジェクトおよび研究打ち合わせ 

内 容：平成 23 年キックオフ講演で招聘したサンディエゴ大学看護学部長 Dr. Hardin および、

平成 24 年講演会で招聘した Professor Mayo、Professor Curran に面談し、その後のプ

ロジェクト進捗について報告し今後の進め方について助言をいただいた。特に、Hardin

学部長より、次年度講演会の講師について推薦を得た。また、滞在期間に開講されたシ

ュミレションセンターにおける授業および演習に参加させていただき、学生ならびに臨

床教授らと FD に関する意見交換を行った。大学院の授業にも参加し、社会人など多様

な学生への対応の実際を学んだ。 

       サンディエゴ大学と当センターの継続した交流により、相互の教育研究の発展が期待さ

れる。 
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４．2013.2．4～10 カナダ・アルバータ大学 

出張者：遠藤和子 

目 的：看護学教育におけるＦＤに関する情報収集 

内 容：アルバータ大学における看護学教員に対する教育・研修の紹介を受け、看護に特化した

ＦＤについて意見交換をした。アルバータ大学大学院の Donna M Wilson 教授、Jane 

Drummond 副総長、Anita E Molzahn1 研究科長、Florence Myrik 副研究科長、Sheree 

T Kwong See 教授、Gail Low 教授、MaEwan 大学の Gail Couch 教授である。 

教員の能力開発のためのシステムとして、学際的な他学部との協働メンバーによる取り

組みがなされていた。開発中のＦＤマザーマップは、特に教員としての発達に即してレ

ベルを示した点が斬新であると評価を得て、今後も共同研究等で交流を続けたいとの希

望があった。 

 

 ５．2013.2.20～23  バンコク・タイ 

出張者：大野稔子、鈴木友子 

目 的：EAFONS（East Asian Forum of Nursing Scholars）へ参加し、東アジアにおける 

FD に関する知見を得る 

内 容：本フォーラムは“Developing International networking for Nursing Research”を 

テーマに開催された。基調講演は“Strategies for Strengthening Faculties & Doctoral 

Students”と“Translation of Science & Research into Nursing Practice”をテーマと

する、2 つが行われた。看護研究を積極的に進めることの重要性とともに、博士課程の

学生および教員の研究能力向上の必要性について、また、看護実践能力の向上と教育改

善の必要性について講演された。本フォーラムを通じて、東アジアの看護学系大学に 

おける FD の重要性と、国境を越えたネットワークを築いてゆくことの重要性を確認し

た。 

 

６．2013.3.19～3.24 米国・University of San Diego 

出張者：北池正、野地有子、赤沼智子、大野稔子、鈴木友子 

目 的：サンディエゴ大学の教員と当センターで開発した FD マザーマップについて内容の検討

を行う。また平成 25 年 6 月 29 日に開催する FD 講演会に招聘予定の Dr. Connelly、

Dr. Inston と講演会の打ち合せを行う 

内 容：（3 月 15 日現在の予定） 

3 月 20 日（水） 6 月講演会の打ち合せ会議（Dr. Connelly） 

3 月 21 日（木） FD マザーマップの検討会（Dr .Mayo, Dr. Urden & Dr. Hawkins） 

3 月 22 日（金） 6 月講演会の打ち合わせ会議（Dr. Inston） 
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４）講師派遣 

（１）横浜市立大学 

平成 24 年 2 月 6 日、横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻 (福浦キャンパス)主催の「FD

ワークショップ」に、看護実践研究指導センター 政策・教育開発研究部 和住淑子教授を講師と

して派遣しました。約 30 名の看護専攻教員が参加され、「看護学教育におけるＦＤマザーマップの

開発と今後の方向性について」の講演の後、FD ニーズに関する職位別グループワークを行いまし

た。 

          

 

（２）富山大学 

平成 24 年 10 月 1 日、富山大学医学部看護学科主催の「ＦＤ教育講演」に看護実践研究指導センター 

政策・教育開発研究部 和住淑子教授を講師として派遣しました。講演には、二階堂副医学部長、永山

看護学科長をはじめ約 35 名の看護学科教員が参加され、「看護系大学の輝く未来を担うＦＤのありかた

－ＦＤマザーマップの開発を通して－」の講演の後、大学における教員のキャリアプランに関する職位

別グループワークを行いました。講演では、当センターが開発中の「看護学教育の特質を踏まえたＦＤ

マザーマップ（案） 」の基本構造及び内容を紹介し、教員の皆さまから貴重なご意見を頂戴すること

ができました。頂いたご意見は今後のＦＤマザーマップ開発に活かしていきたいと考えております。 

            

 

（３）岡山県立大学 

平成 25 年 3 月 16 日、岡山県立大学保健福祉学部看護学科主催の「第 5 回ＦＤ・教育力向上支援事業

3 合同研修会」に、看護実践研究指導センター 北池正センター長を講師として派遣しました。研修に

は 19 名の教員が参加され、「看護ＦＤマザーマップの開発と活用への期待」の講演の後、マザーマップ

を参考に「教育」の内容に焦点をあてて、自大学のＦＤマップ作成に向けて検討を行いました。 
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５）FD ネットワーク代表者会議 

平成 23 年 9 月、京都大学高等教育研究開発推進センター主催の第 4回ＦＤネットワーク代表者会議

が行われ、松田直正特任助教が出席しました。本会議では各 FDネットワーク代表者より、それぞれの

FD 活動について発表があり、看護学教育研究共同利用拠点である看護実践研究指導センターは「看護学

教育におけるＦＤネットワークおよび看護学教育研究共同利用拠点の現状と展望」をテーマに発表しま

した。 

平成 24 年 9 月 5 日（水）、京都大学高等教育研究開発推進センター主催の第 5回ＦＤネットワーク

代表者会議が行われ、看護実践研究指導センターからは、北池センター長、遠藤特任准教授、鈴木特任

助教が出席しました。今回は、「看護学教育研究共同利用拠点の現状と課題」をテーマに北池センター

長が発表をしました。 
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看護学教育研究共同利用拠点
看護実践研究指導センター

における
現状と課題・今後の展望

1. センター概要 看護実践研究指導センターの沿革

１９７５年 看護学部看護学科 設置

１９７９年 大学院看護学研究科 設置

１９８２年 附属看護実践研究指導センター 設置

生涯を通じた継続的な看護教育のあり方、高齢化社会に対応した看護のあり方、

病院組織の複雑化に対応した看護管理のあり方など実践的課題に

対応するため看護系大学の教員や医療施設の看護職者を対象に

全国共同利用施設として看護学部に設置された

１９９３年 大学院看護学研究科博士後期課程 設置

２００２年 大学院看護学研究科看護システム管理学専攻（独立専攻） 設置

２００５年 認定看護師教育課程（乳がん看護）として社団法人日本看護協会に認定された

２００７年 組織の再編３研究部から２研究部（ケア開発研究部、政策・教育開発研究部）

２００９年 大学院部局化に伴い、看護学研究科附属となる

２０１０年 看護学教育研究共同利用拠点として文部科学省に認定された

1. センター概要 教育関係共同利用拠点一覧

拠点類型 大学名 施設名 拠点名 認定時期

大学の教職員の組織的
な研修等の実施機関

京都大学 高等教育研究開発推進センター 相互研修型FD共同利用拠点 平成22年4月

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室 教職員能力開発拠点 平成22年4月

東北大学 高等教育開発推進センター
国際連携を活用した大学教育力
開発の支援拠点

平成22年4月

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 障害者高等教育拠点 平成22年4月

千葉大学 看護実践研究指導センター 看護学教育研究共同利用拠点 平成22年4月

岐阜大学 医学教育開発研究センター 医学教育共同利用拠点 平成22年4月

名古屋大学 高等教育研究センター ＦＤ・ＳＤ教育改善支援拠点 平成22年6月

（平成23年4月1日現在）

平成17(2005)年、看護実践研究指導センターに乳がん看護認定看護師の教育課程が設置されました。以来、わが国唯一の乳がん看護認定看護師
を教育する課程として、100名を超える乳がん看護認定看護師を輩出しています。

○ 看護学教育ワークショップ

○ 看護学教育指導者研修

○ 国公私立大学病院副看護部長研修

○ 国公私立大学病院看護管理者研修

「看護学教育指導者研修」は、看護系大学の臨地実習施設の看護職を対象としています。臨地と大学をつなぐ『組織変革の核となる人材育成』
に焦点があります。

平成11 (1999)年から看護学教育ワークショップを実施しています。本ワークショップは、看護系大学の看護学教育カリキュラムをより充実させるこ
とを主な目的として、文部科学省からの委託を受けて行われてきました。平成23年度は、教育改革を実現していく教員の力を組織的に高めることを目
的とし、各大学の理念や教育方法を尊重しながらも、看護系大学教員が共通に備えるべき要件を検討し、「教員の教育力、実践力、研究力、協働力を
組織的に高める」ために、意見を集約し実現に向けての方略を探ります。

○ 認定看護師教育課程(乳がん看護)

国公私立大学病院副看護部長研修は、日本の医療の現状を踏まえて、大学病院の上級看護管理者として自施設の組織変革に向けたヴィジョンを明
確にし、その実現に向けた計画を立案・実施・評価することを通して、上級看護管理者として必要な実践的能力を高め、大学病院の看護の充実を図
ることを目的として、平成18(2006)年度より実施しています。
研修は、自施設の組織変革に向けた課題を抽出し、関連情報の分析を通して、実践計画を立案・実施・評価する演習が中心となります。

大学病院が、その特殊性を踏まえつつ、医療機関としての機能を十分に発揮し社会の期待に応えていくためには、看護師長等看護管理者の体系的
な管理能力の開発が重要となります。
本研修は、看護師長等大学病院の看護管理者が、大学病院の特殊性を踏まえつつ看護管理上必要な知識を修得し、体系的な管理能力を高め、大学

病院の看護の充実を図ることを目的として開催しています。

2. 看護実践研究指導センター事業 研修

2. 看護実践研究指導センター事業 プロジェクト①

○ 教育―研究―実践をつなぐ
組織変⾰型看護職育成⽀援プログラムの開発プロジェクト

平成22年度から取り組んでいる本プロジェクトは、看護学教育の⾼度化と、看護系⼤学の急増に伴い、⼤
学教育に相応しい臨地実習施設や実習指導者の確保が困難になってきている背景から、⽴案に⾄りました。
これらの背景は、看護学⽣の看護実践能⼒、及び看護職の次世代育成機能の低下と密接に結び付き、新⼈看
護職の離職の増加→中堅看護師の疲弊→組織崩壊→更なる実習施設・実習指導者の不⾜という悪循環を招い
ている恐れがあります。悪循環は組織問題であり、もはや個⼈レベルの⾃⼰研鑽や課題解決ではなく、組織
変⾰を推進できる⼈材育成⽀援が必要であり、これらを解決するためのプロジェクトが必要であると考えま
した。
プロジェクトの概要は、以下の通りです。

事業概要 教育―研究―実践の連携を目指した臨地実習施設の組織変⾰に取り組む看護職育成⽀援
プログラムを開発する。そのプログラムにより⽀援を受けた看護職が看護の独⾃性・専門

性を強化し、
組織変⾰を推進することによって、看護の臨床現場の組織問題の解決、
看護学教育環境の整備を促進する。

目 的 教育―研究―実践の連携を目指した組織変⾰に取り組む看護職育成⽀援プログラム開発を通
じて、

組織変⾰の核となる⼈材育成⽀援を実施し、看護の臨床現場の組織問題の解決、
看護学教育環境の整備を促進する。

取組内容 (1)看護実践研究の推進
①看護の独⾃性・専門性を可視化するリフレクション・フレームワークの開発
②⽇本型看護教育－実践連携診断・評価ツールの開発

(2)看護職育成⽀援プログラムの開発
(3)組織変⾰⽀援型研修事業の実施
(4)情報収集・蓄積・発信

2. 看護実践研究指導センター事業 プロジェクト②

○ 看護学教育におけるFDマザーマップの開発と⼤学間共同活⽤の促進

千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センターでは、平成23年度から、「看護学教育におけ
るＦＤマザーマップの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトに取り組みます。このプロジェクトは、医療の
高度化に伴って大学化が急速に進展している看護学教育において、その特質を踏まえた体系的なファカルテ
ィ・ディベロップメント（以下、ＦＤという）のプログラム表（以下、ＦＤマザーマップという）およびＦＤプランニング支
援データベースを開発することを目的としています。開発したＦＤマザーマップを大学間で共同活用できる体制
を構築することにより、各看護系大学が高等教育における看護学教育の特質を踏まえた有効なＦＤを計画的に
企画・実施・評価できるよう支援してまいります。プロジェクトの概要は、以下の通りです。

目 的 本事業の目的は、各看護系大学が高等教育における看護学教育の特質を踏まえた有効なＦＤを計画
的に企画・実施・評価できるよう支援することである。この目的を達成するため、以下の２点の目標を
掲げる。

1.高等教育における看護学教育の特質を踏まえた体系的なＦＤマザーマップおよびＦＤプランニン
グ支援データベースを開発する。

2.開発したＦＤマザーマップを看護系大学間で共同活用できる体制を構築し、全国６ブロックの基幹
校の研修をうけた教員（ファカルティ・ディベロッパー）により推進体制を構築する。

以降、本年度より開始となった本プロジェ
クトについて述べます。
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⼤学化が進む看護学教育において、看護職としての実務能⼒と看護を学問として教授する能⼒の
両⽅を兼ね備えた⼤学教員の能⼒の育成・強化に資する全国的な体制を構築することが喫緊の課題

看護・医療の⾼度化・専門分化、保健医療福祉制度改⾰に伴い、
変化する役割にキャッチアップし、

より⾼度な実践能⼒を持つ看護教員が求められている

救急看護

地域看護

⽼⼈看護 がん看護
介護福祉

⼿術看護

慢性疾患
看護

感染管理
⼩児
看護
⺟性
看護

多職種
協働

精神看護

役割の拡⼤等、看護職に対する社会の期待に対応するとともに、
国⺠の健康増進に資するため、

看護を学問として教授できる能⼒を持つ看護教員が求められている

Nursing
Science

3. 現状と課題

FD講演会

FD研修会
FD講演会

FD研修会

FD講演会

FD研修会

全国の看護系⼤学のＦＤ活動は体系的に整理されておらず、
試⾏錯誤を重ねている段階にあり、

各⼤学がバラバラで単発的な講演会の開催等に終始する等、
活動内容に偏りがある可能性が非常に⾼い

これまでのFD活動

3. 現状と課題

開発するFDマザーマップ

⼤学
名 フェーズ

ミクロレベ
ル(個々の教

員)

ミドルレベ
ル(教務委員)

マクロレベ
ル(管理者)

目
標

⽅
法

評
価

目
標

⽅
法

評
価

目
標

⽅
法

評
価

基幹
校
A
⼤学

導⼊(気づく・わ
かる)フェーズ
基本(実践できる)
フェーズ

応⽤(開発・報告
できる)フェーズ

⽀援(教えられる)
フェーズ

B
⼤学

導⼊(気づく・わ
かる)フェーズ

基幹校と共
催

基幹校と共
催

基本(実践できる)
フェーズ

基幹校のFD
を利⽤

基幹校のFD
を利⽤

応⽤(開発・報告
できる)フェーズ 基幹校のFD

を利⽤
⽀援(教えられる)
フェーズ

看護系⼤学のFD活
動が体系的に整理
され、過不⾜が⼀
目瞭然となる

FDマザーマップの開発とともに、FD講師
をはじめとした⼈的資源、FDプログラム
の教材・資料・成果等資源の蓄積データ
を検索しやすくした「FDプランニング⽀
援データベース」を構築・公開すること
で、全国レベルでの利⽤が可能となる

⼤学間の共同利⽤が促進され、各ブロック
の実態・課題に応じた組織的かつ効率的・
効果的なFDプログラムが実施可能となる

(FDマップの出典) 国⽴教育政策研究所FDer研究会編．⼤学・短⼤でFDに携わる⼈のためのFDマップと利⽤ガイドライン，2009．(⼀部改変)

これからのFD活動

６ブロックごとに設置され
た基幹校が有機的に連携し、
FD活動の質を継続的に担
保する

FDプランニング⽀援
データベース

国内を6ブロックに
分け、基幹校を選定
し、FDマザーマップ
⼤学間共同利⽤シス
テムを整備する

活⽤ガイドラインを
作成し、基幹校を中
⼼にＦＤマザーマッ
プ活⽤に向けた職位
別研修を実施する

⼤学化の進展の途上
にある東アジア地域
の看護教育機関と連
携し、ＦＤマザーマ
ップを活⽤した看護
教員の能⼒開発に向
けた我が国の国際貢
献の先鞭をつける

4. 今後の展望

①専門家会議によって看護系大学教員
に求められる能力を、教育・研究・看護
実践・マネジメント等の観点から職位別
に明らかにする。

②各看護系大学が現在実施しているＦＤ
プログラムに関する実態調査を実施す
る。

③ 左記②の結果から、各看護系大学のもつＦＤの企
画・実施・評価に関する人的・物的資源の実態を把握
するとともに、①と②の比較によって、看護系大学教員
の能力をさらに発展させるためにより強化すべきＦＤの
内容を特定する。

⑤ 開発したＦＤマザーマップを複数大学で試用し、その効果を検証した上で更に洗練させる。

④上記①～③の分析結果を踏まえて、看護学教育の特質をふまえたＦＤマザーマップを開発し、そこに各看護系大学のもつＦＤに関す
る人的・物的資源の情報を組み込むことによって、各大学が相互に活用可能なＦＤの企画・実施・評価支援システムを構築する。
※看護学教育におけるＦＤマザーマップとは?

看護学教育に携わる大学教員に特化したＦＤプログラムの体系図のこと。(詳細は用語解説参照)
看護学教育分野においては初の取り組みとなる。

(出典) 国立教育政策研究所FDer研究会編．大学・短大でFDに携わる人のためのFDマップと利用ガイドライン，2009．

(参考) 国立教育政策研究所FDer研究会が作成したＦＤマップの枠組み

ミクロ
個々の教員
授業・教授法

ミドル
教務委員

カリキュラム・プログラム

マクロ
管理者

組織の教育開発・教育制度

目標 方法 評価 目標 方法 評価 目標 方法 評価

Ⅰ.導入(気づく・わかる)

Ⅱ.基本(実践できる)

Ⅲ.応用(開発・報告できる)

Ⅳ.支援(教えられる)

レベル

フェーズ

⑥全国を６ブロックに分けて基幹校を選定し、ＦＤマザーマップの活用に関する研修を開始する。

4. 今後の展望

・看護学教育の特質をふまえたＦＤの企画・実施・評価システムが明確になる
・看護学教育におけるＦＤの体系化が実現される

・ＦＤの企画・実施・評価に関する大学間の交流が促進される
・看護系大学相互の人的・物的資源が相互に活用される
・我が国の看護系大学全体としての教育の質の向上体制が構築される
・東南アジア地域の看護教育機関と連携し、

看護教員の能力開発に向けた我が国の国際貢献の先鞭をつけることができる

①学問的効果

②社会的効果

③改善効果

・FDプランニング支援データベースが構築される
・大学間共同活用体制が整備される
・質の高いＦＤ講師やＦＤプログラムの共同利用が可能となる
・看護系大学教員の能力の大学間格差や地域格差を是正できる
・基幹校の研修修了者がFDデベロッパーとなり、

臨地実習指導を含む看護学教育全体の質の向上が見込まれる

4. 今後の展望

看護学教育におけるFDマザーマップの開発と

大学間共同活用の促進 年次計画

事業
フェーズ

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発フェーズ 大学間共同活用体制の構築と展開フェーズ

実施年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

具体的
内容

マザーマップ
看護系大学教員に求
められる能力の明確
化

ＦＤマザーマップ開発
ＦＤマザーマップを複
数大学で試用

・ＦＤマザーマップの活用ガイドラインを作成
・基幹校を中心にＦＤマザーマップ活用に向け
た職位別研修を実施

FDプランニング支援
データベース

現状のＦＤプログラム
の実態調査（国内）

各看護系大学のもつＦ
Ｄに関する人的・物的
資源の情報をFDマザ
ーマップに組み込み、
データベース化する

基幹校を中心にＦＤマザーマップの大学間共
同活用システムを整備

専門家会議
情報発信

教員の能力を発展さ
せるためにより強化す
べきＦＤを検討
ＦＤ先進地域（米国・英
国）の現地調査および
専門家会議

各大学が相互に活用
可能なＦＤの企画・実
施・評価支援システム
構築を検討

・FDマザーマップの試
用後の効果の検証
・国際発信の準備

ＦＤマザーマップを活用した看護教員の能力
開発に関する情報を国際発信する

開発準備 開発 試用 洗練 実用化

開発準備 開発準備 開発・試用 活用
受益者負担

システム検討

全国に公開

検討・検証・質の担保・国際発信準備 国際
シンポジウム

成果の情報発信

東南アジアの
現状調査

4. 今後の展望
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5. 看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト 初年度の活動①

平成23年6月28日(火)、「看護学教育におけるFDマザーマップの開発」プロジェクトが本年度より開始となったことを記念

して、「看護学教育におけるFDマザーマップの開発キックオフ講演会――看護系大学の輝く未来を担うFDのあり方を問う
――」を開催しました。全国から77名の参加者をお迎えしました。

プログラム

・基調講演 大学教育の革新とFDマップ
川島 啓二
国立教育政策研究所 高等教育研究部 総括研究官、日本高等教育開発協会会長、大学教育学会常任理事、初年次教育学会理事

・Trends in American Nursing Higher Education and Faculty Development from a Dean‘s perspective
Sally Brosz Hardin, PhD, RN, FAAN
Dean and Professor University of San Diego, Hahn School of Nursing and Health Science

・Trends in American Nursing Higher Education and Faculty Development: A Researcher‘s Fresh Perspective
Cynthia D. Connelly, PhD, RN, FAAN
Professor University of San Diego, Hahn School of Nursing and Health Science

・看護学教育におけるFDマザーマップの開発
北池 正
看護実践研究指導センター長

5. 看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト 初年度の活動②

平成23年7月22日(金)、「看護学教育におけるFDマザーマップの開発」に向けた第1回専門家
会議を開催しました。会議のメンバーは、外部から高等教育の専門家4名、看護学教育の専門
家7名をお迎えし、千葉大学大学院看護学研究科教員4名、附属看護実践研究指導センター教
員6名を併せた21名から構成されています。

第1回会議では、本プロジェクトの概要、看護学教育の現状、既に開発されているFDマップの
概要について確認後、看護学教育に特化したFDマザーマップ開発に向けた課題および開発の
方向性について検討しました。

今後、平成23年度中に会議を２回開催し、看護系大学教員に求められる能力の明確化、現
状のFDプログラムの実態調査を進め、看護学教育におけるFDマザーマップ開発に向けた基盤
を構築する予定です。
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看護学教育研究共同利⽤拠点の
現況と課題

千葉⼤学⼤学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター
北 池 正 遠藤 和⼦ 鈴⽊ 友⼦

FDネットワーク会議（2012.9.5） 看護学教育研究共同利⽤拠点
看護実践研究指導センター組織図

国⽴⼤学法⼈千葉⼤学

⼤学院看護学研究科

附属看護実践研究指導センター

看護学専攻(博⼠前期課程・博⼠後期課程)

看護システム管理学専攻(修⼠課程)

看護学部

ケア開発研究部

政策・教育開発研究部

認定看護師教育課程(乳がん看護)

プロジェクト

センター運営協議会

センター運営委員会

看護系⼤学の教員を対象にしたFD ⼤学病院の看護職を対象にしたSD

受講者数 教育－研究－実践をつなぐ組織変⾰型看護職育成⽀援プログラムの開発
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事業
フェーズ

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発フェーズ 大学間共同活用体制の構築と展開フェーズ

実施年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

具体的
内容

マザーマップ
看護系大学教員に求
められる能力の明確
化

ＦＤマザーマップ開発
ＦＤマザーマップを複
数大学で試用

・ＦＤマザーマップの活用ガイドラインを作成
・基幹校を中心にＦＤマザーマップ活用に向け
た職位別研修を実施

FDプランニング支援
データベース

現状のＦＤプログラム
の実態調査（国内）

各看護系大学のもつＦ
Ｄに関する人的・物的
資源の情報をFDマザ
ーマップに組み込み、
データベース化する

基幹校を中心にＦＤマザーマップの大学間共
同活用システムを整備

専門家会議
情報発信

教員の能力を発展さ
せるためにより強化す
べきＦＤを検討
ＦＤ先進地域（米国・英
国）の現地調査および

各大学が相互に活用
可能なＦＤの企画・実
施・評価支援システム
構築を検討

・FDマザーマップの試
用後の効果の検証
・国際発信の準備

ＦＤマザーマップを活用した看護教員の能力
開発に関する情報を国際発信する

開発準備 開発 試用 洗練 実用化

開発準備 開発準備 開発・試用 活用
受益者負担

システム検討

全国に公開

検討・検証・質の担保・国際発信準備 国際
シンポジウム

成果の情報発信

東南アジアの
現状調査

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と⼤学間共同活⽤の促進

プログラム

・基調講演 大学教育の革新とFDマップ
川島 啓二
国立教育政策研究所 高等教育研究部 総括研究官、日本高等教育開発協会会長、大学教育学会常任理事、初年次教育学会理事

・Trends in American Nursing Higher Education and Faculty Development from a Dean‘s perspective
Sally Brosz Hardin, PhD, RN, FAAN
Dean and Professor University of San Diego, Hahn School of Nursing and Health Science

・Trends in American Nursing Higher Education and Faculty Development: A Researcher‘s Fresh Perspective
Cynthia D. Connelly, PhD, RN, FAAN
Professor University of San Diego, Hahn School of Nursing and Health Science

・看護学教育におけるFDマザーマップの開発
北池 正
看護実践研究指導センター長

看護学教育におけるFDマザーマップの開発キックオフ講演会
2011年6⽉28⽇

看護実践研究指導センター ホームページ

従来は、⼤学院看護学研究科ホーム
ページの中で、センターの紹介を
数ページのみで⾏っていた。

↓

平成22年9⽉にセンターの独⽴した
ホームページを開設。

・更新回数…35回
・センターと研修の概要、
研修⽣の募集だけではなく、
センターの活動の状況が
リアルタイムにわかるように
構成。

看護実践研究指導センター 発⾏物

発⾏部数1,000部

パンフレット ニュースレター

発⾏部数600部

主な配布先
・研修⽣
・講師
・看護系⼤学等関連機関

看護実践研究指導センター データベース

センターのホームページから
データベースに簡単にアクセス可能。

教育―研究―実践をつなぐ
組織変⾰型看護職育成⽀援データベース

センター創⽴30周年記念誌 2012年3⽉
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６）専門家会議 

（１）平成 23 年度 

7 月 22 日（金）第 1回専門家会議（東京） 

  ・本プロジェクトについて説明 

  ・看護学教育の現状について説明と意見交換 

    厚生労働省「今後の看護学教員のあり方に関する検討会報告書」（H22.2.17） 

    文部科学省「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会最終報告」 

    （H23.3.11） 

    日本看護系大学協議会 FD 委員会 平成 21 年度・22 年度活動報告書 

     調査「若手看護学教員に求められる資質・能力獲得情報と支援に関する実態および 

ＦＤ活動の方向性」 

  ・ＦＤマップについて説明と意見交換 

    国立教育政策研究所 ＦＤer研究会 

    「大学・短大でＦＤに携わる人のためのＦＤマップと利用ガイドライン」 

 

 11 月 17 日（木）第 2回専門家会議（東京） 

  ・看護学教育における FDマザーマップ枠組み（案）の検討 

・「学士課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育－看護実践能力・卒業時到達

目標・教育内容・学習成果－」を基盤として、それらを育成するために必要な教員の能力に

ついてグループワークにて検討 

   

 3 月 8 日（木）臨時専門家会議（千葉） 

  ・看護学教育におけるＦＤマザーマップ枠組み（案）「教育」「看護実践」および「研究」 

「調整」の検討 

     

 3 月 22 日(木)第 3 回専門家会議（東京） 

  ・看護学教育におけるＦＤマザーマップの枠組み(案)「教育」「看護実践」および「研究」 

「調整」の検討 

 

（２）平成 24 年度 

7 月 20 日（金） 第 1回 ＦＤマザーマップ専門家会議（千葉） 

  ・ＦＤマザーマップ「研究」枠組み（案）の検討 

  ・「調整」マップおよび調査について 経過報告 

 

 8 月 24 日(金) 平成 24 年度第 1回専門家会議（東京） 

  ・今年度のスケジュールについて 提案 

  ・ＦＤマザーマップの枠組み（案）「教育・看護実践」「研究」について検討 

   ・調査について 説明 
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 10 月 2日(火) 第 2回 ＦＤマザーマップ専門家会議（千葉） 

  ・ＦＤマザーマップ開発のプロセス説明文の確認 

  ・ＦＤマザーマップ枠組み（案）「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」「調整」の検討 

  ・調査について報告 

 

  10 月 12 日（金）平成 24年度第 2回専門家会議（東京） 

   ・ＦＤマザーマップの全体構造と枠組みについて 

    開発のプロセスの「説明文」と FDマザーマップ区分の説明 

   ・調査について概要説明 

  11 月 13 日（火）第 3回ＦＤマザーマップ専門家会議（千葉） 

    ・ＦＤマザーマップ開発のプロセスの説明文の検討 

    ・ＦＤマザーマップ案の検討、ヒアリング校の選定 

  11 月～12月 マザーマップ試案についてヒアリング（5大学） 

    協力大学 

      ・岡山県立大学保健福祉学部看護学科 

      ・横浜市立大学医学部看護学科 

      ・甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科 

      ・淑徳大学看護栄養学部看護学科 

        ・目白大学看護学部看護学科 

 

   平成 25 年 1 月 14 日 第 4 回ＦＤマザーマップ専門家会議（千葉） 

    ・ヒアリング結果報告とマザーマップ修正案の検討  

    ・実態調査、データベース進捗状況 

  

2 月 1 日（金） 平成 24 年度第 3 回専門家会議（東京） 

    ・ヒアリング結果報告・ＦＤマザーマップ全体構造と枠組みの検討 

    ・実態調査報告 

 

   2 月 14 日(木) 第 4回ＦＤマザーマップ専門家会議（千葉）               

・ＦＤマザーマップ試案の修正案の検討 

・利用ガイドの検討 

・データベース実績表の検討 

・平成 25 年度の進め方 

 

  3 月 8 日（金）第５回ＦＤマザーマップ専門家会議（東京） 

    ・ＦＤマザーマップの確認 

・利用ガイド Ver.1の確認 

       ・平成 24 年度活動総括・平成 25 年度計画 
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７）論文投稿 

（１）和住淑子,遠藤和子,黒田久美子,鈴木友子,錢淑君,野地有子,北池正：看護学教育における 

FD マザーマップの開発(1)FD マザーマップ試案作成までの道のり,看護教育,Vol.54,No3, 

192-199,2013. 

（２）遠藤和子,黒田久美子,鈴木友子,錢淑君,野地有子, 和住淑子,北池正：看護学教育における 

FD マザーマップの開発(2)FD マザーマップの活用方法,看護教育,Vol.54,No4,250-256,2013. 
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Ⅱ．活動報告   

 

１．看護学教育における FD マザーマップの作成  

１）開発のプロセス 

１．ＦＤマザーマップ開発の目的 

  本プロジェクトにおける「看護学教育におけるＦＤマザーマップ」を開発する目的は、看護学教育

の特質を踏まえた、看護系大学教員に求められる能力を開発するための体系的なＦＤを支援すること

である。これは、看護系大学教員の組織に向けてと、個人の能力、両面の開発を意図している。 

  また、共同利用拠点として、全国の看護系大学のＦＤの現状を把握するとともに、各大学がＦＤを

推進するための支援を行う。 

 

２．開発の意義 

このＦＤマザーマップを活用することによって、各看護系大学は、組織として、自大学のＦＤを計

画的に企画・実施・評価できる。 

また、ＦＤマザーマップは看護学教員に求められる能力を網羅するように構成されるため、看護系

大学教員に求められている、看護に特化した大学教員の能力が明確になる。 

さらに、このＦＤマザーマップを基本構成とし、各大学独自のマップを開発することが可能となる。 

ＦＤプランニング支援データベースにより、各大学がＦＤを企画・実施・評価する上で有用な情報

を提供できる。 

 

３．開発の方針 

マザーマップの対象は、看護系大学教員であり、看護職の有免許者を中心に、看護学教育に携わる

人である。マザーマップは、看護系大学教員として備えるべき能力を体系的に示したものであり、こ

れを参考に、各大学が組織的な取り組みとして、自大学の FD プログラムの点検や、各大学独自の

FD マップの開発や、プログラムを作成する際に活用できることを願って「マザー」と命名した。FD

プログラム作成にあたっては、各大学から提供された実績を組み込んだＦＤプランニング支援データ

ベースを、あわせて利用することになる。 

 

ＦＤマザーマップを開発するに当たり、方針として以下の内容が確認された。 

１）ＦＤマザーマップを活用し能力の開発を図る対象は、看護職の有免許者を中心に、看護学教育に携

わる看護系大学教員である。 

２）わが国における看護系大学教員の現状に即して、大学教員として、ならびに、看護専門職者として

の両面を兼ね備えることを基盤にし、教員個人のみならず組織としても発展し続けるための能力を

明確にし、その能力の開発のために必要なことがらを体系化して示される。 

３）看護学の特徴をふまえた、看護系大学教員の能力として、現実的な課題に即したものとする。 

４） 看護系大学教員に対するＦＤのあらゆる事象を対象とするのではなく、ＦＤ マザーマップとして、

看護学教育に特化したものとする。 

５） ＦＤマザーマップ及びガイドラインの利用者は、ＦＤ 企画責任者、ＦＤ委員会の委員にとどまらず、

教員個々においても、各自の能力の開発、評価に活用できるものとする。 
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６）ＦＤマザーマップの枠組みは、各大学独自のマップの作成を支援できるものとして設計する。 

７）各大学において、ＦＤプログラムを企画・運営するための、具体的な資源に関する情報を、データ

ベース化して提供し、大学間の共同利用の促進を図ることとする。 

８）解説に選出した用語は、ＦＤマザーマップの活用者が、共通理解を得るための作業用語として使用

する。 

 

４.平成 23年度の取り組み 

平成 23 年度は、ＦＤマザーマップ開発キックオフ講演会、および、教育学系委員４名、看護学系委

員７名、学内委員 10 名からなる専門家会議を 3 回、教育学系委員 1 名、学内委員 7 名からなる専門家

会議を 1回開催し、看護学教育におけるＦＤマザーマップの枠組みを検討した。 

１）本事業におけるＦＤの概念の検討 

まず、第 1にＦＤの概念を検討した。ＦＤの概念は、狭義には、「授業開発」（アメリカ合衆国高等教

育百科事典）、広義には、B. C. Mathis らにより、「個々の大学教員が専門的能力を維持し、改善するた

めのあらゆる方策や活動」と定義されている。 

看護学教育に関しては、E. F. Nichols が、看護系大学教員に求められる能力に基づき、ＦＤの 6 領

域（学内の教育、臨床の場における教育、研究、組織運営、地域へのサービス、リーダーシップ）を明

らかにしている。このうち、「学内の教育」についてのＦＤは、先述の「大学・短大でＦＤに携わる人

のためのＦＤマップと利用ガイドライン」においても詳細に述べられているが、「臨床の場における教

育」はまさに看護学教育の特質を指し示すものであると考えられた。また、看護系大学が資質の高い看

護職の育成という社会の要請に応えていくためには、「研究」「組織運営」「地域へのサービス」「リーダ

ーシップ」といった、「授業開発」以外の要素も非常に重要であり、本事業においては、広義の概念を

採用することが妥当であろう、との結論に至った。 

 

２）ＦＤマザーマップの構成区分の検討 

次に、先述の E. F. Nichols によるＦＤの 6領域（学内の教育、臨床の場における教育、研究、組織

運営、地域へのサービス、リーダーシップ）を参考にしつつ、看護学教育におけるＦＤマザーマップの

構成を検討した。まず、E. F. Nichols による「学内の教育」「臨床の場における教育」を併せて「教育」

とすることを合意した。次いで、「研究」はそのまま「研究」とし、「組織運営」「地域へのサービス」「リ

ーダーシップ」を併せて「調整」とすることを合意した。さらに、臨床の場における教育を実現するた

めに、教員自身に看護実践能力が必要であると考え、「看護実践」を追加した。 

これに加えて、日本看護系大学協議会ＦＤ委員会の調査「若手看護学教員に求められる資質・能力獲

得情報と支援に関する実態およびＦＤ活動の方向性」（平成 21･22 年度活動報告書）においても、看護

系大学の看護教員に求められる能力・資質として、「教育・実践・研究の連関へ学究的に参与する力」「学

習支援力」「看護学教育者としての資質」がコアカテゴリーとして抽出されていた。そして、この調査

における、若手教員の困難な内容や希望する支援を踏まえると、ＦＤとしては、教育・実践・研究の３

つの能力が求められること、ならびに研究と教育の両立およびバランスの重要性が指摘されていた。こ

の研究と教育の両立およびバランスとは、調整能力と解釈することができる。 

以上より、本事業においては、ＦＤマザーマップを「教育」「看護実践」「研究」「調整」の４つの区

分から捉え構成することにした。 
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３）看護学教育の特質を踏まえたマップの構成要素の抽出に関する検討 

次に、「教育」「看護実践」「研究」「調整」の 4つの区分ごとに、看護学教育の特質を踏まえた構成要

素について検討した。 

まず、看護学教育の特質を踏まえた内容を要素として抽出する上で活用できる既存の成果として、「看

護系大学におけるモデル・コア・カリキュラム導入に関する調査研究報告書」（研究代表：野嶋佐由美､

2011.3）の「学士課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育－看護実践能力・卒業時到達

目標・教育内容・学習成果－」に着目した。そして、本プロジェクトでは、学士課程において、コアと

なる卒業時到達目標における、看護実践能力を育成するために看護系大学教員に必要とされる「教育能

力」「看護実践能力」「研究能力」「調整能力」とは何か、を検討していった。またその際、その枠組み

に入らないものの、重要な教員の能力や各能力群に共通して必要となる教員の能力についても検討した。 

以上の結果に基づき、「教育」「看護実践」「研究」「調整」の 4つの区分ごとに、看護学教育の特質を

踏まえたマップの構成要素を抽出した。 

この経過の中で「教育」については、学生が卒業時に修得すべき能力を基にして、かなりの要素を抽

出できた。これは、［学内における教授活動］［臨地における教授活動を支える要素］［共通］［看護専門

職育成に関連したキャリア支援］とされたが、要素を構造化し順序性をもたせる必要があると専門家会

議により指摘され、更に検討した結果、「学内における教授活動」「臨地における教授活動」「教員のキ

ャリア開発」と３つのマップとして作成された。このうち、「学内における教授活動」の要素は、［カリ

キュラム］［授業設計］［授業展開］［評価とフィードバック］［キャリア支援］であり、「臨地における

教授活動」の要素は、［カリキュラム］［授業設計］［授業展開］［評価とフィードバック］である。「教

員のキャリア開発」の要素は、［大学と大学教育］［教授活動の自己評価］［キャリア開発］として抽出

された。 

「看護実践」は、「教育」同様、学生が卒業時に修得すべき能力から、生涯学習者として「基盤とな

る看護実践能力」として区分され、要素は、［自己の看護観を自覚する］［看護専門職が社会において果

たすべき役割を自覚する（IPE や IPW を含む）］［看護専門職としての自律性を備えている］［看護専門職

としての倫理観を備えている］が抽出された。さらにこれを看護系大学おける教育を実現するために必

要な看護実践能力とは何かを考えて検討したところ、「看護実践」の要素は、［看護観］［看護専門職の

社会的役割］［看護専門職としての自律性］［看護専門職としての倫理観］［看護におけるスキルの重要

性］と整理された。 

これに加えて、「研究」については、卒業時到達目標をベースにした検討では作成できず、研究全般

の枠組みを作成し、他の学問領域との比較を通して看護学独自の内容を区別、強調することにした。そ

して、参考となる既存の知見、報告が少ないため、所属や立場の異なる 3名の研究者に、これまでの研

究への取り組みやＦＤとして研究に必要な内容についてヒアリングを実施した。この結果を基に、要素

として、［技術］［研究コミュニティ］［マネージメント］［現場にコミットする］［研究者マインド］［ク

リティカル・シンキング］が抽出された。さらにこれを検討し、［研究における基本的技術の習得］［研

究課題の設定］［研究遂行］［論文作成］［成果発信］［その他］の６要素とした。 

 

４）ＦＤの対象となる教員の区分とマップの活用方法の検討 

さらに、ＦＤの対象となる教員の区分方法を検討した。当初、ＦＤの対象となる教員の区分として、

「助教」「講師・准教授」「教授」「管理者」等、教員の職位を考えていた。しかし、専門家会議におけ
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る看護系委員の意見等から、実践者から教育者への転向、または、その逆など、教員の流動性の激しい

看護系大学の現状に鑑み、職位が教員としての step up と必ずしもリンクしない場合が多く、また、大

学によって職位ごとの役割が大きく違うため、職位はＦＤの対象となる教員の区分として必ずしも適切

ではないことがわかった。このため、ＦＤの対象となる教員の区分方法としては、職位ではなく能力レ

ベルで示すことを合意した。なお、能力レベルは、「レベルⅠ：知る段階」「レベルⅡ：自立してできる

段階」「レベルⅢ：支援・指導、拡大できる段階」の３段階とした。つまり、教授の職位であっても、

大学教育を初めて経験する者は、「レベルⅠ：知る段階」のＦＤの対象となる、ということである。 

次に、マップの活用方法について検討した。マップはレベル毎に求められる能力の差異を示している

が、それらは、職位によって固定したものでなく、各大学の特徴に応じて活用してもらう事を意図する、

ということで合意した。また、場合によって、個々の教員が自己の能力を査定したり、発達の方向性や

目標を見出したりすることにも活用できるとの意見が出された。 

 

５．平成 24 年度の取り組み 

平成 24 年度は、平成 23年度に引き続き、教育学系委員と看護学系委員は同じメンバーで、学内委員

は特任の 2名が交替して専門家会議を組織し、「教育」「看護実践」「研究」「調整」を区分毎に、看護学

教育におけるＦＤマザーマップに盛り込むべき内容の検討を続けてきた。 

１）「研究」マップの構成要素に関する検討 

「研究」マップについては、昨年度の研究のプロセスに沿って作成された枠組みを基に、“これから

の大学・大学院の方向性”(文部科学省、中央教育審議会)から、大学教員に求められる能力、および、

看護系大学改革に向けた米国での取り組み（H23 年度本プロジェクトキックオフ講演会）、看護学教育ワ

ークショップでのグループ討議の結果（平成 23 年度）等を参考に、看護系大学教育として求められる

研究能力の要素の確認とレベルを再検討し、枠組み（案）を作成した。この段階で抽出された要素は、

姿勢や研究者マインド、看護学研究の理解が含まれる［看護学研究者としての基本］、論理性、クリテ

ィカル・シンキング、データの取り扱いなどの［研究者としての資質と能力］、プロジェクトの企画・

運営・管理などの［研究の組織的展開］、看護の質の向上・実践に生かすための［普及と発信］、看護に

は弱いとされる［国際化］［産学連携］の６つである。そして、そのレベルを、Ⅰは、一員としてでき

る、Ⅱは、中心となって出来る、Ⅲは、大規模にデザインしてまとめることができる、として枠組み（案）

を作成した。 

これを基に、専門家会議において、英国で開発された、大学教員に限らず企業に勤めるなど広く研究

者を対象にした、研究者の職能開発を目的とする Researcher Development Framework（Vitae，2011）

も参考に、「研究」の要素について検討した。検討を経て、看護の特徴が、［看護学研究者としての基本］

及び［研究者としての資質と能力］の、研究課題、学際、産学連携に表れてくることが明確になってき

た。これを受けて、看護学系大学教員に求められる能力として独自性を強調するために、「社会貢献」「基

盤」を独立させることが提案された。 

 

２）「教育」マップの構成要素に関する検討 

「教育」マップについては、［学内における教授活動］と［臨地における教育活動］との関係をどの

ように整理してマップの内容に盛り込むか、「教育」の基盤となる「看護実践」との関係をどのように

整理してマップの内容に盛り込むか、が、検討の課題となった。 
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この中で、［学内における教授活動］の一つである、キャリア支援について検討され、学生だけでな

く、臨床の看護職にも必要とされた。また、人間性の育成のような社会人基礎力に係わる要素が入る必

要について検討され、これを「基盤」とすること、さらに、看護実践について、このマザーマップとし

て位置づけることについて議論された。 

 

３）ＦＤマザーマップの全体構造に関する検討 

以上の検討より、ＦＤマザーマップの構成区分と構成要素の関係の全体構造を整理する必要性がはっ

きりし、改めてマップの全体構造について検討した。その検討の中で以下のような意見が出された。 

・「社会貢献」は、「研究」「調整」とは独立した区分として示す必要があるのではないか 

・「教育」「研究」に含まれる基本的能力については、共通した側面も多いので、それらをまとめて「基

盤」という区分を新たに設けてはどうか 

・「看護実践」は、「教育」だけでなく、「研究」「研究」「社会貢献」全体の基盤をなすものである 

・「看護実践」は、「基盤」に含めてはどうか 

・「基盤」の構成要素として「看護専門職としての基礎力」「看護系大学教員としての基礎力」の２つを

置いてはどうか 

・「調整」は、「教育」「研究」「社会貢献」すべてにかかわる能力として整理できるのではないか」 

以上の議論を踏まえ、これまでの区分「教育」「看護実践」「研究」「調整」と、「基盤」「社会貢献」

の関係を示し、全体像（素描）を作成した。 

 

４）看護学教育における FD マザーマップ（試案）の作成 

 これまでの検討の経過を経て、平成 24 年度第 2 回専門家会議（東京）にて、①マザーマップの開発

方針（対象者、マザーマップの定義など）、②活用方法、④マザーマップの区分と要素について、確認、

及び、意見を受けた。 

 この中で、マップの区分の一つである「調整」について、「教育」「研究」「社会貢献」を調整するも

のとしてではなく、大学運営に関する能力の開発が重要であることから、マネジメントの要素の入る新

たな区分とすることが確認された。 

そして、これらを再検討し、「調整」を「運営」と呼称を変更して内容も刷新した上で全体像を再描

した。 
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これをマザーマップ試案として提示し、活用する立場からの意見を広く聴取することにした。 

意見聴取は、この事業に関心が高く、より活用できるであろうと思われた大学として、当センターで

大学教員の能力をテーマとした平成 23 年度看護学ワークショップおよび、ＦＤマザーマップ開発のキ

ックオフ講演会への参加校から選定し、協力の了解が得られた５大学を対象にヒアリングすることにし

た。 

このヒアリング結果を基に、要素、レベルを精錬し、「看護学教育におけるＦＤマザーマップ Ver.1」

を作成した。さらに、次年度の試用を勘案し、「看護学教育における FD マザーマップ活用ガイド Ver.1

（試行版）」を作成した。 

 

教育
教育者マインドの醸成

カリキュラム編成・入学者選抜

授業運営

臨地実習指導

学生支援

研究
研究者マインドの醸成

研究遂行能力

研究マネジメント・調整能力

普及と発信

国際化

社会貢献
看護現場のイノベーション

地域貢献

図１ 看護学教育におけるFDマザーマップ全体像

運営
組織と個人

組織文化の創造

大学組織のマネジメント

組織変革時のリーダーシップ・メンバーシップ

基盤
看護系大学教員としての基礎力

看護専門職としての基礎力
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２）FD マザーマップ 

１．全体の構造 

１）全体構成について 

 看護学系教員に必要な能力のうち、特に看護に特化した能力の全体像とは、「基盤」「教育」「研究」「社

会貢献」「運営」に区分される能力にあると考え、その関係を示した。 

 これは、全体の礎となる「基盤」を基に、他の区分が位置づく。このうち、「教育」「研究」「社会貢

献」は互いに独立し、看護学系大学教員が達成する成果と機能を示している。「運営」はこれらの区分

が機能する際に必要な能力であり、かつ、大学組織人として必要な能力を意味する。 

 これらの区分の要素について、「基盤」は、［看護学系大学教員としての基礎力］［看護専門職として

の基礎力］で構成され、看護系大学教員としての基盤を形成する。 

 「教育」は、［教育者マインド］［カリキュラム編成］「入学者選抜］［授業運営］［臨地実習指導］［学

生支援］で構成される。 

「研究」は、［研究者マインド］［研究遂行能力］［研究マネジメント・調整能力］［普及と発信］［国

際化］で構成される。 

「社会貢献」は、［社会貢献のあり方］［看護現場のイノベーション］「地域貢献」で構成される。 

 「運営」は、［組織と個人の理解］［組織文化の創造］［大学組織のマネジメント］［組織変革時のリー

ダーシップ・メンバーシップ］を要素とする。  
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教育
教育者マインド

カリキュラム編成

入学者選抜

授業運営

臨地実習指導

学生支援

研究
研究者マインド

研究遂行能力

研究マネジメント・調整能力

普及と発信

国際化

社会貢献

社会貢献のあり方

看護現場のイノベーション

地域貢献

図2 看護学教育におけるFDマザーマップ全体構成

運営
組織と個人の理解

組織文化の創造

大学組織のマネジメント
組織変革時のリーダーシップ・メンバーシップ

基盤

看護系大学教員としての基礎力

看護専門職としての基礎力
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２．マザーマップの枠組み 

１）基盤 

 「基盤」マップについては、以下のような経緯で検討をすすめた。 

 当初、本事業においては、ＦＤマザーマップを「教育」「看護実践」「研究」「調整」の４つの区分か

ら捉え構成することとしていた（つまり、「基盤」のマップを作る予定はなかった）。 

まず、「学士課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育－看護実践能力・卒業時到達目

標・教育内容・学習成果－」を基盤にして、それらを育成するために看護職者として必要とされる看護

実践の能力を検討した。 

平成 23 年度第２回専門家会議において、「『看護実践』能力とは、『教育』に特化しているのか、それ

とも教育以外に必要となる能力も含んでいるのかを明瞭にする必要がある」との意見が出された。その

後の学内での打ち合わせにおいて、教育以外に必要となる看護実践能力は、教員それぞれの研究テーマ

によって専門性の深さも広がりも異なることから、本事業においては、「教育」を行う上で前提となる

「看護実践」能力に特化してマップを作製することを合意した。 

次に、学内において「教育」マップの作成作業と並行して、「教育」を行う上で前提となる「看護実

践」能力とは何かを検討し、「看護実践」マップの構成要素の抽出を行った。最終的に、「看護実践」マ

ップの構成要素として、〈看護観〉〈看護専門職の社会的役割〉〈看護専門職としての自律性〉〈看護専門

職としての倫理観〉〈看護におけるスキルの重要性〉の要素が抽出され、これを、平成 23 年度第３回専

門家会議において提案した。これに対し、「看護系大学における教育を実現するために必要な看護実践

能力として要素が抽出されており、実践家とは異なる教員に必要な要素が抽出されている。」との意見

が出され、概ね合意が得られた。 

これを経て、平成 24 年度第１回専門家会議において、「教育」「看護実践」「研究」「調整」の各マッ

プの関連および全体構造について検討した際、「看護実践」は、「教育」「研究」「調整」「社会貢献」全

体にかかわるものであり、「基盤」的な位置づけである、との意見が出された。また、〈教員のキャリア

開発〉は、「教育」マップ内の要素として位置づけられていたが、看護実践、研究、調整にも関わる内

容のため、総論的に別のマップに位置づけることとなった。以上の討議を踏まえ、「看護実践」は、他

のマップの基本的な要素を盛り込みつつ、「基盤」マップとして作り直すこととなった。 

その後の学内打ち合わせにおいて、これまで「教育」「研究」マップの中に位置づけられていた〈看

護学教育者としての基本〉〈看護学研究者としての基本〉の内容も一部含めて「基盤」マップを作るこ

ととし、その基本構成について検討した結果、［１．看護系大学教員としての基礎力］［２．看護専門職

としての基礎力］の２つから構成することを合意した。 

これより、［１．看護系大学教員としての基礎力］は、看護系大学教員に求められる基本的な教育・

研究能力とし、〈看護学の本質的理解〉〈看護学に対する興味・関心〉〈教育活動と研究活動のバランス〉

〈教員活動に対する自己評価〉〈看護系大学教員としてのキャリア開発〉の５つの要素で構成すること

とした。 

また、［２．看護専門職としての基礎力］は、看護系大学教員（特に看護職の有免許者である看護学

系教員）に求められる基本的な看護実践能力とし、〈看護専門職としての健康管理〉〈看護観〉〈看護専

門職の社会的役割〉〈看護専門職としての自律性〉〈看護専門職としての倫理観〉〈看護実践におけるス

キルの重要性〉の６つの要素で構成することとした。 
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２）「教育」 

「教育」については、以下のような経緯で検討をすすめた。 

まず、「学士課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育－看護実践能力・卒業時到達目

標・教育内容・学習成果－」を基盤にして、それらを育成するために必要な教員の能力を検討し最初の

バージョンを作成した。 

平成 23 年度第 2 回専門家会議では、分量の多さ、繰り返し出現する内容を整理する必要性について

意見が出された。そこで、国立教育政策研究所で開発された FD マップ等も参考にし、繰り返し出現す

る内容から、要素を＜カリキュラム＞＜授業設計＞＜授業展開＞＜評価とフィードバック＞と整理した。

そして、教員の学生への教育活動の実際を再度考え検討した結果、教育のマップは、［学内における教

授活動］、［臨地における教授活動］、［教員のキャリア開発］の 3 シートに整理した。臨地実習は学内で

の教授活動とは異なる部分も多いこと、看護系大学の教員は医療保健機関に勤務後に教育機関に移動す

る者も多く、教育の基盤として教員のキャリア開発が重要なのではないかと検討した結果である。 

また、学生の多くが医療保健機関に就職しているが、教員は多様な情報提供や進路決定への支援をし

ているため、［学内における教授活動］には学生へのキャリア支援を含めた。 

上記の修正後、平成 23 年度第 3 回専門家会議では、学内と臨地における教授内容を並列に分けるべ

きか、教員のキャリア開発は看護実践、研究、調整にも関わるので教育のマップの位置づけでよいのか

と意見が出された。以上について検討し、学内でも臨地でも共通に必要な教育能力を第一に示し、さら

に臨地で必要な教育能力を別シートに位置づけ、教員のキャリア開発は、総論的に別のマップに位置づ

けることとなった。教育マップは、［看護学教育者としての教育能力］、［臨地で必要な教育能力］の 2

要素で整理された。 

その後、平成 24 年度第１回専門家会議で＜カリキュラム＞＜授業設計＞＜授業展開＞＜評価とフィ

ードバック＞と整理された要素について、看護学教育の特徴が一見して解りにくく要素をみて看護学教

育の特徴がわかるとよいのではないかと意見が出された。 

そこで、看護学教育における教授活動の意図やねらいを表現し、見直すことにした。看護学教育にお

いては、大学独自の理念・目標の上に、国家試験受験資格要件を満たす必要があることや、累進型、積

み上げ型ともいえる卒業時到達目標をめざし、既習科目や関連科目との関係性をふまえた担当科目の授

業設計が必要である。また看護経験のない学生が、看護概念と実際の看護現象を関連づけて学習するに

は、教材化に工夫が必要である。そして、学生の学習においては主体的であってもその行為が倫理的で

なければ看護学の学習では適切ではないことが特徴である。それらの看護学教育に特徴的な内容を要素

の細目として整理し、大学教育に共通の部分を省いた。 

さらに平成 24 年度第１回専門家会議では、実習を充実させるためには、臨地の看護の質向上が必要

であり、臨地の看護スタッフへのキャリア支援もやらざる負えない状況にあると意見が出された。そこ

で［臨地で必要な教育能力］において、＜実習環境・体制整備＞の内容として追加した。 

その後、平成 24年度第 2回FDマザーマップ専門家会議(千葉)で意見交換し、下記の意見が出された。 

 ・大学教育に共通するところを抜いてみると、教員として共通する能力が抜けてしまい、かえって全

体構造が見えなくなっていないか。全体構造が解る工夫が必要ではないか。 

 ・マザーマップの役割は、これをカバーすれば、看護系大学教員として必要且つ十分になるもののは

ず。 

・＜主体的且つ倫理的な学びの促進＞や、対象者との相互作用をふまえた自己評価など、解りにくい
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表現がある。 

以上を検討し、［看護学教育者としての教育能力］については、＜カリキュラム＞＜授業設計＞＜授

業展開＞＜評価とフィードバック＞の要素のバージョンとの二案を出して使い易ささ等から検討する

こととした。また解りにくい表現を修正した。 

 

 上記の修正後、平成 24 年度第 2 回専門家会議（東京）において、以下の提案、意見が出され、討議

された。 

 ・二案作成して比較したところ、削除した項目は少なく、＜カリキュラム＞＜授業設計＞＜授業展開

＞＜評価とフィードバック＞と要素をあげた１案の方が、全体構造もわかりやすくよい。 

 ・要素の分け方について説明が難しい。図等を検討したが、最終的に、１と２で分けるのではなく、

「カリキュラム編成」「授業設計・授業展開・評価とフィードバック」「キャリア支援」「臨地で必

要な教育能力」と内容の違いから並列に区分することもできるのではないかと意見が出され、その

方向で検討することとなった。またその際、アドミッションポリシーやディプロマポリシーなどの

理解がどこに位置づくのか説明があるとよいと意見が出された。 

 ・『教材化』について、実習の振り返りとは違うのか、教材化は個人ではなくグループでの学習に使

用するために行うのかと疑問が出された。臨地における『教材化』は、学生の沢山の実習体験の中

から、特に看護学の学習に必要で学習が可能な場面と、学習のタイミングを教員が選び、学生の体

験と学ぶべき看護概念を関連づけ、また実施したことを意味づける活動である。個人でも、グルー

プでも可能である。＜授業設計＞の⑤の表現と対応させて、伝わるような表現にする。 

 ・メンタル面、ハラスメント相談等、カウンセリング的なかかわりが多く求められており、それらを

教育シートに含める必要があるのではないか。看護系の教員は、無自覚なまま学生支援にあたって

いるが、どこまで教員が支援したらよいのかを判断し、必要な組織や専門家につなぐことも必要で

あり、１つの要素細目として能力としてあげていく。 

 ・研究者マインドと同じように考えると、教育者マインドを基盤の中に位置づけ、教育のシートにも

重複して載せる方向で検討してみてはどうか。 

 

以上をふまえて、最終的には要素を次の６つに整理し、分かりにくい表現や追加検討部分を検討し、

修正した。 

要素は、［1．教育者マインド］［2．カリキュラム編成］［3．入学者選抜］［4．授業運営］［5．臨地実

習指導］［6．学生支援］である。 

このうち、以下の要素には細目を設けた。 

［4．授業運営］には、＜授業設計＞＜授業展開＞＜評価とフィードバック＞ 

［5．臨地実習指導］には、＜実習環境・体制整備＞＜臨地での柔軟な支援方法の工夫＞＜学生の実

習経験と看護概念を関連づける学習支援＞＜臨地での主体的学習への支援＞＜臨地での倫理的学習へ

の支援＞ 

［6．学生支援］には、＜学生生活支援＞＜キャリア支援＞＜国際交流の推進＞である。 
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３）研究 

 「研究」は、以下のような経緯で検討をすすめた。 

「研究」の構成要素を検討するために、平成 23 年度には看護研究に関する看護教員へのインタビュ

ーを実施した。 

このインタビュー結果から得られた要素を踏まえて、平成 24 年度には文部科学省の大学改革実行プ

ラン、中央教育審議会の答申および、米国での大学改革に向けた取り組み、文部科学省後援による千葉

大学における看護学教育ワークショップでのグループ討議の内容を基に、要素を再構成した。これに、

文献資料の検討、専門家会議での意見を受けて検討を繰り返した。 

当初は、大学教員に必要な研究能力に主眼を於いて開発に当たったが、討議を進めながら、看護学研

究に特化したもの、看護学研究の現状から鑑みて重要と考えられる項目を「要素」としてあげる必要性

が確認された。 

主な参考文献は、専門家会議で紹介された、Researcher Development Framework, Vitae(2010) 、

そのほか Creating the Future of Faculty Development(2006)、 APA 論文作成マニュアル（2011)、モ

ースとフィールドの看護研究（2012）等であった。 

以上をふまえて、「研究」のマップは、インタビューや討議の中で繰り返し重要性が指摘された［１．

研究者マインド］から始まり、その次に看護学研究のプロセスに沿って要素をあげた。即ち、研究の要

素としては、［１．研究者マインド］［２．研究遂行能力］［３．研究マネジメント・調整能力］［４．普

及と発信］［５．国際化］の 5 つを立てた。 

看護学研究の特徴である、看護実践との関係性等については、基盤にある看護系大学教員としての基

礎力や看護学研究者としての研究遂行能力の中の研究成果をもって看護の現場へコミットする等に含

めた。調整力は主に研究マネジメント能力に含まれるので、要素のまとまりの名称に調整を加えて、［３．

研究マネジメント・調整能力］とした。また、権利と法的側面に関しては、［２．研究遂行能力］の中

の、倫理的配慮の説明に（知的財産権、利益相反を含む）として追記した。 

そして、［１．研究者マインド］は、“異なる意見や他者を尊重すること”を要素の内容とすることが

提案され、検討した結果、研究者マインドに含まれると合意を得て、研究者マインドの例として、“真

理を追究し、偏見や先入観や世間的な常識に惑わされることのない態度”“異なる意見や他者を尊重す

る態度”を挙げた。 

［２．研究遂行能力］の細目は１0 項目とし、＜看護学研究の理解＞＜クリティカルシンキングの使

い方＞（クリティカルシンキングとは、自分の思考について考えることで、自己の推論能力と他者の推

論を理解する能力、認知的スキル等である）＜看護学研究の課題の見つけ方＞＜分野横断的な研究の進

め方＞＜研究フィールドとの関係の取り方＞＜データの取り扱いとその方法＞＜倫理的配慮（知的財産

権、利益相反を含む）＞＜看護学研究論文の書き方＞＜研究論文のレビューの仕方＞＜研究成果をもっ

て看護の現場へコミットする＞とした。 

［３．研究マネジメント・調整能力］の細目は４項目とし、＜時間のマネジメント＞＜研究費の獲得

と適切な運用＞＜研究者コミュニティの形成＞＜研究環境の整備＞である。 

“研究者コミュニティ”とは、研究者共同体であり共通の特徴をもつ集団といえる。その中には、研

究組織・機関（大学・研究所）や、学会等の研究仲間（学際的、国際的広がりを含む）および研究費を

出す組織・機関などがある。 

改定前にあげていた＜看護学研究における関係者との協働＞は、英国の文献にある“working with 
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others” を参考にしたもので、同僚、チームワーキング、スーパービジョン、メンタリング等を含む内

容であり、研究マネジメントの中の人に関する内容として位置づけたが、内容を整理し、＜研究者コミ

ュニティの形成＞に含めた。 

［４．普及と発信］には、普及と発信の意義として＜研究のインパクト＞、普及と発信の方法として

の＜成果発信＞、普及と発信の場としての＜交流＞の、三つの分野に分けて細目として整理した。 

＜研究のインパクト＞では、国内と海外の２つの方向に対するインパクトの重要性について専門家会

議で意見が出されたところであるが、わが国の看護学研究の現状を踏まえて、インパクトの方向性は次

の３つとし、更なる細目として≪看護学教育・実践の質の向上≫≪看護学研究の発展≫≪新しい変化へ

の対応≫の３つをあげた。≪新しい変化への対応≫は、原案では、学内外の支持基盤のニーズや関心事

への対応として提示されたが、標記のように修正され、その内容は、時代・地域特性とともに変化する

看護学へのニーズ、関心事に対応できることとした。 

＜成果発信＞では、≪研究成果の計画的な普及・発信≫を更なる細目としてあげた。 

＜交流＞では、≪研究会・学会活動≫を更なる細目としてあげた。 

［５．国際化］は、既出の＜研究者コミュニティの形成＞や≪新しい変化への対処≫、≪研究会・学

会活動≫にも含まれると考えられるが、現状から鑑みて重要と考えられる項目を強調する方針を受けて、

要素としてあげた。細目には、＜国際学会での発表＞と＜国際共同研究＞＜学術国際交流の推進＞の３

つである。 

 

４）社会貢献 

 「社会貢献」は、教育、研究の区分がある程度形作られてから、区分として独立させることになった。 

これは、研究成果の社会への還元は、論文の発表だけで終わらずに、現場の看護実践の質の向上に貢

献すること、それが、看護現場のみならず、広く国民の健康に寄与し、社会の変革への活用や法整備に

向けた動きとしての貢献となることを意図している。 

 ただし、社会貢献は、各大学により、大学のミッション・ビジョンや地域特性に大きく影響され、相

違があると考えられる。そのため、ＦＤとして各大学が柔軟に具体化しやすいように、要素を広く捉え

た。これには、英国で開発された、Researcher Development Framework ：vitae の要素で、innovation

や研究成果の現場での活用を示す社会還元の内容、及び、大学教員の評価に関する文献を参考にした。 

要素は３つ、［１．社会貢献のあり方］［２．看護現場のイノベーション］［３．地域貢献］である。 

［１．社会貢献のあり方］は、大学ごとに地域のニーズを活かして貢献することを位置付けた。 

［２．看護現場のイノベーション］は、社会の動向を見据え、看護現場の変革に必要とされる能力の

開発を意図した。これは、この先の動向を見据えて、整備する必要のある制度や政策の必要性を把握し、

それに根拠を与える研究を発展させ、大規模研究を組織し発展させることのできる能力として、＜ニー

ズの把握方法＞＜実践への適用＞＜政策への提言＞の細目を設けた。 

［３．地域貢献］は、これからの大学に求められることとして、文部科学省の大学改革に示されてい

る。一方で、看護は、元々、保健医療分野の実践科学であることから、具体的な地域貢献として各大学

で既に実施し、その活動が地域に認知されてきた強みがある。この強みを更にブラッシュアップさせる

ことで、看護系大学教員の能力を示すことが可能と考えて、＜看護の知見の発信と活用＞＜看護系大学

のリソースとしての役割＞＜産官学共同研究の実施＞を細目に位置づけた。 
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５）「運営」 

 「運営」は、初年度、構成区分が検討された際には＜組織運営＞＜地域へのサービス＞＜リーダーシ

ップ＞を併せて「調整」とすると合意されていた。 

その後、検討の経過の中で、「調整」は、3 つの区分「教育」「研究」「社会貢献」と相互に関係しなが

ら、機能すると考えられた。そして、「調整」はそれ自体が成果を産出する訳ではないが、「教育」「研

究」「社会貢献」は、「調整」なしで成果を産出できない性質を持つ。そのため、区分それぞれと関係す

るもの、及び、3 つの区分に共通して関係するものとして提案され、3 つの区分の内容がある程度明確

になった時点で、内容が特定されてきた。 

そして、「教育」「研究」「社会貢献」の内容について概ね方向性が統一された時点で、全体像を示し、

平成 24 年度第 2 回専門家委員会議（東京）で、検討がなされた。 

そこでは、「調整」という用語が伝わりにくいこと、および、「教育」「研究」「社会貢献」が明確にな

ってきたことで、それらを調整するものとしてではなく、大学組織におけるマネジメントと個々の教員

としての組織調整能力を盛り込むことの必要性が議論された。 

この会議の結果を受けて、これまで大学教員は、個人の力量に着目されてきたが、これからは個々の

協働によりどれだけ組織としてのパフォーマンスを上げられるかが、教育研究活動の基盤となる大学組

織運営上でも求められている。そのための機能が「調整」にあるのではないか。この点をマザーマップ

で強調する必要性が確認された。 

 そこで、組織マネジメントや、組織人の育成を意図する内容として、再検討し、「調整」から「運営」

と名称を変更して位置付けた。そして、「教育」「研究」「社会貢献」の調整を示す内容は、それぞれの

区分に戻し、次の 4 つの要素を取り上げた。 

［１．組織と個人の理解］［２．組織文化の創造］［３．大学組織のマネジメント］［４．組織変革時

のリーダーシップ・メンバーシップ］である。 

 ［１．組織と個人の理解］では、＜自大学・学部学科の歴史の理解＞＜自大学・学部学科の理念（ミ

ッション・ビジョン）の理解＞＜大学の組織体制の理解＞＜大学の組織人としての態度の理解＞ 

 ［２．組織文化の創造］では、＜組織文化の理解・醸成＞＜自大学・学部学科の組織文化の創造＞ 

 ［３．大学組織のマネジメント］では、＜大学組織マネジメントの基礎＞＜課題遂行時のセルフマネ

ジメント＞＜ハラスメント対策＞＜リスクマネジメント＞ 

 ［４．組織変革時のリーダーシップ・メンバーシップ］は、細目を設けなかった。 

 これらの、要素と細目については、看護組織論、リーダーシップ論の文献を参考にした。 
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基
盤
2-
2.
1

①
看
護
が
対
象
者
の
健
康
を
維
持
、
促
進
す
る
働
き
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
、
自
己
の
看
護
観
を
言
語

化
す
る
こ
と
が
で
き
る

基
盤
2-
2.
2

①
看
護
実
践
経
験
や
教
育
経
験
等
を
統
合
し
自
己
の
看
護
観
を

深
化
で
き
る

基
盤
2
-
2
.3

①
看
護
実
践
や
教
育
の
経
験
を
統
合
し
看
護
観
を
深
化
し
、
教
育

的
観
点
か
ら
他
の
教
員
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

看
護
専
門
職
の
社
会
的
役
割

基
盤
2-
3.
1

①
看
護
専
門
職
が
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る

②
最
新
の
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
や
研
究
成
果
を
常
に
把
握
す

る

基
盤
2-
3.
2

①
看
護
専
門
職
が
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
、

そ
れ
ら
を
意
識
し
た
看
護
活
動
を
展
開
で
き
る

②
最
新
の
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
や
研
究
成
果
を
常
に
把
握

し
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
看
護
活
動
を
展
開
で
き
る

基
盤
2
-
3
.3

①
看
護
専
門
職
が
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
、

そ
れ
ら
を
意
識
し
た
教
員
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
環
境
を
組
織
的
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
最
新
の
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
や
研
究
成
果
を
常
に
把
握

し
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
教
員
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を

組
織
的
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

看
護
専
門
職
と
し
て
の

自
律
性

基
盤
2
-
4
-
3

①
部
下
や
後
輩
の
自
律
性
を
尊
重
で
き
る

②
よ
り
よ
い
看
護
を
常
に
追
求
し
、
自
身
の
看
護
活
動
を
自
己
評

価
し
続
け
る
態
度
を
、
教
育
的
観
点
か
ら
他
の
教
員
に
示
す
こ
と

が
で
き
る

看
護
専
門
職
と
し
て
の

倫
理
観

基
盤
2-
5.
1

①
看
護
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
を
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

②
看
護
・看
護
学
教
育
に
お
い
て
生
じ
や
す
い
倫
理
的
問
題
を
知

る

基
盤
2-
5.
2

①
常
に
看
護
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
で

き
る

②
看
護
・看
護
学
教
育
に
お
い
て
生
じ
た
倫
理
的
問
題
に
適
切
に

対
処
で
き
る

基
盤
2
-
5
.3

①
常
に
看
護
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
を
念
頭
に
お
い
て
行
動

し
、
他
の
教
員
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
他
の
教
員
に
助
言
す
る
こ
と
が

で
き
る

②
看
護
・
看
護
学
教
育
に
お
い
て
生
じ
た
倫
理
的
問
題
に
適
切
に

対
処
し
、
他
の
教
員
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
他
の
教
員
に
助
言
す
る
こ

と
が
で
き
る

看
護
実
践
に
お
け
る

ス
キ
ル
の
重
要
性

基
盤
2-
6.
1

①
看
護
実
践
に
お
け
る
ス
キ
ル
の
重
要
性
を
理
解
す
る

基
盤
2-
6.
2

①
自
身
の
立
場
で
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
看
護
実
践
ス
キ
ル
の

維
持
・向
上
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る

基
盤
2
-
6
.3

①
看
護
実
践
ス
キ
ル
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
環
境
を
組
織
的
に

整
え
、
他
の
教
員
を
支
援
で
き
る

基
盤
2-
4.
1.
2

①
看
護
専
門
職
と
し
て
の
自
律
性
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

②
よ
り
よ
い
看
護
を
常
に
追
求
し
、
自
身
の
看
護
活
動
を
自
己
評
価
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
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２
）
教
育

レ
ベ

ル
Ⅰ

知
る

レ
ベ

ル
Ⅱ

自
立

し
て

で
き

る
レ

ベ
ル

Ⅲ
　

支
援

・
指

導
、

拡
大

で
き

る

教
育

1-
1.

1
①

教
育

が
他

者
を

支
援

す
る

は
た

ら
き

で
あ

る
こ

と
を

ふ
ま

え
、

自
身

の
教

育
者

マ
イ

ン
ド

の
必

要
性

を
知

る
②

教
育

者
マ

イ
ン

ド
と

し
て

自
大

学
で

重
視

す
る

内
容

を
知

る

教
育

1-
1.

2
①

教
育

者
マ

イ
ン

ド
を

も
っ

て
い

る
②

教
育

者
マ

イ
ン

ド
と

し
て

自
大

学
で

重
視

す
る

内
容

を
理

解
し

て
い

る

教
育

1
-
1
.3

①
教

育
者

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
を

支
援

で
き

る
②

教
育

者
マ

イ
ン

ド
と

し
て

自
大

学
で

重
視

す
る

内
容

を
検

討
で

き
る

教
育

2-
1.

1
①

看
護

学
科

等
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
大

学
ご

と
の

教
育

理
念

の
も

と
、

国
家

試
験

受
験

資
格

の
要

件
も

満
た

す
必

要
性

を
知

る
②

生
活

背
景

や
人

生
経

験
の

異
な

る
多

様
な

学
生

に
、

生
活

支
援

を
基

盤
と

す
る

看
護

学
を

教
授

す
る

特
徴

や
工

夫
の

必
要

性
を

知
る

教
育

2-
1.

2
①

看
護

学
科

等
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
大

学
ご

と
の

教
育

理
念

の
も

と
、

国
家

試
験

受
験

資
格

の
要

件
も

満
た

す
必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
②

生
活

背
景

や
人

生
経

験
の

異
な

る
多

様
な

学
生

に
、

生
活

支
援

を
基

盤
と

す
る

看
護

学
を

教
授

す
る

特
徴

や
工

夫
の

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

教
育

2
-
1
.3

①
看

護
学

科
等

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

大
学

ご
と

の
教

育
理

念
の

も
と

、
国

家
試

験
受

験
資

格
の

要
件

も
満

た
す

必
要

性
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
生

活
背

景
や

人
生

経
験

の
異

な
る

多
様

な
学

生
に

、
生

活
支

援
を

基
盤

と
す

る
看

護
学

を
教

授
す

る
特

徴
や

工
夫

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る

教
育

3-
1.

1
①

自
大

学
の

特
徴

、
地

域
性

を
ふ

ま
え

て
、

看
護

学
科

等
の

卒
業

時
到

達
目

標
や

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
が

決
定

さ
れ

る
こ

と
を

知
る ②

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

応
じ

た
選

抜
方

法
に

つ
い

て
知

る
③

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

多
様

な
場

で
の

広
報

に
つ

い
て

知
る ④

志
願

者
の

開
拓

方
法

に
つ

い
て

知
る

⑤
自

大
学

の
入

試
関

連
の

組
織

に
つ

い
て

知
る

教
育

3-
1.

2
①

自
大

学
の

特
徴

、
地

域
性

を
ふ

ま
え

て
、

看
護

学
科

等
の

卒
業

時
到

達
目

標
や

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

理
解

し
て

い
る

②
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
応

じ
た

選
抜

が
で

き
る

③
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

を
多

様
な

場
で

広
報

で
き

る
④

志
願

者
を

開
拓

す
る

こ
と

が
で

き
る

⑤
自

大
学

の
入

試
関

連
の

組
織

に
お

い
て

活
動

で
き

る

教
育

3
-
1
.3

①
自

大
学

の
特

徴
、

地
域

性
を

ふ
ま

え
た

看
護

学
科

等
の

卒
業

時
到

達
目

標
や

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
策

定
が

で
き

る
②

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

応
じ

た
選

抜
が

で
き

る
環

境
を

整
え

る ③
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

を
多

様
な

場
で

広
報

で
き

る
環

境
を

整
え

る
④

志
願

者
の

開
拓

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

⑤
自

大
学

の
入

試
関

連
の

組
織

を
組

織
で

き
る

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

教
育

者
マ

イ
ン

ド
の

例
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ・

人
間

の
尊

厳
と

多
様

性
を

重
視

す
る

人
間

性
を

育
む

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

・多
様

な
人

々
へ

看
護

を
提

供
で

き
る

基
礎

的
能

力
を

育
成

す
る

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

・創
造

性
と

論
理

性
を

重
視

し
た

教
育

を
実

施
す

る
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ・

主
体

的
に

社
会

や
看

護
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る

教
育

要
素

２
．

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

１
．

教
育

者
マ

イ
ン

ド

３
．

入
学

者
選

抜
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授
業

設
計

教
育

4-
1.

1
①

生
活

支
援

の
基

盤
と

し
て

の
看

護
学

生
の

生
活

体
験

把
握

の
必

要
性

を
知

る
②

学
生

の
既

習
科

目
と

学
習

習
得

状
況

の
把

握
の

必
要

性
を

知
る ③

学
生

の
レ

デ
ィ

ネ
ス

と
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

を
ふ

ま
え

て
担

当
科

目
の

目
的

・目
標

を
設

定
す

る
必

要
性

を
知

る
④

他
の

科
目

内
容

、
関

連
領

域
知

識
と

の
関

係
性

を
把

握
し

た
上

で
、

授
業

設
計

す
る

必
要

性
を

知
る

⑤
看

護
概

念
と

実
際

の
看

護
現

象
を

関
連

づ
け

て
理

解
で

き
る

よ
う

に
教

材
を

作
成

す
る

必
要

性
に

つ
い

て
知

る
⑥

最
新

の
保

健
医

療
福

祉
の

動
向

や
研

究
成

果
を

授
業

に
活

用
す

る
必

要
性

を
知

る

教
育

4-
1.

2
①

生
活

支
援

学
習

の
基

盤
と

し
て

の
学

生
の

生
活

体
験

を
把

握
で

き
る

②
学

生
の

既
習

科
目

と
学

習
習

得
状

況
の

把
握

が
で

き
る

③
学

生
の

レ
デ

ィ
ネ

ス
と

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
を

ふ
ま

え
て

担
当

科
目

の
目

的
・目

標
を

設
定

で
き

る
④

他
の

科
目

内
容

、
関

連
領

域
知

識
と

の
関

係
性

を
把

握
し

た
上

で
、

授
業

設
計

で
き

る
⑤

看
護

概
念

と
実

際
の

看
護

現
象

を
関

連
づ

け
て

理
解

で
き

る
よ

う
な

教
材

を
作

成
で

き
る

⑥
最

新
の

保
健

医
療

福
祉

の
動

向
や

研
究

成
果

を
授

業
に

活
用

で
き

る

教
育

4
-
1
.3

①
生

活
支

援
学

習
の

基
盤

と
し

て
の

学
生

の
生

活
体

験
把

握
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
学

生
の

既
習

科
目

と
学

習
習

得
状

況
把

握
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
の

レ
デ

ィ
ネ

ス
と

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
を

ふ
ま

え
た

担
当

科
目

の
目

的
・
目

標
の

設
定

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る ④
他

の
科

目
内

容
、

関
連

領
域

知
識

と
の

関
係

性
を

把
握

し
た

上
で

の
授

業
設

計
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

⑤
看

護
概

念
と

実
際

の
看

護
現

象
を

関
連

づ
け

て
理

解
で

き
る

よ
う

な
教

材
を

効
果

的
に

作
成

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
⑥

最
新

の
保

健
医

療
福

祉
の

動
向

や
研

究
成

果
の

授
業

へ
の

活
用

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る

授
業

展
開

教
育

4-
2.

1
①

学
習

意
欲

を
高

め
る

た
め

に
担

当
科

目
の

目
的

・目
標

を
明

示
す

る
必

要
性

を
知

る
②

看
護

概
念

と
看

護
現

象
の

関
連

を
論

理
的

か
つ

臨
場

感
を

も
っ

た
説

明
の

必
要

性
に

つ
い

て
知

る
③

学
生

の
主

体
的

学
習

へ
の

支
援

（看
護

専
門

職
の

自
律

性
を

育
む

点
が

看
護

学
教

育
の

特
徴

）の
必

要
性

を
知

る
④

対
人

援
助

の
学

習
時

は
、

学
生

の
主

体
性

を
尊

重
し

な
が

ら
も

、
行

為
の

倫
理

性
を

強
調

し
た

学
習

支
援

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
知

る
⑤

対
人

援
助

の
演

習
時

、
学

生
と

ケ
ア

対
象

者
と

の
相

互
作

用
を

通
し

て
、

学
生

の
援

助
者

と
し

て
の

課
題

を
見

極
め

、
学

生
に

必
要

な
学

習
支

援
を

す
る

必
要

性
を

知
る

教
育

4-
2.

2
①

学
習

意
欲

を
高

め
る

た
め

に
担

当
科

目
の

目
的

・
目

標
を

明
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

②
看

護
概

念
と

看
護

現
象

の
関

連
に

つ
い

て
、

論
理

的
か

つ
臨

場
感

を
も

っ
て

説
明

で
き

る
③

学
生

の
主

体
的

学
習

へ
の

支
援

が
で

き
る

（看
護

専
門

職
の

自
律

性
を

育
む

点
が

看
護

学
教

育
の

特
徴

）
④

対
人

援
助

の
学

習
時

は
、

学
生

の
主

体
性

を
尊

重
し

な
が

ら
も

、
行

為
の

倫
理

性
を

強
調

し
た

学
習

支
援

が
で

き
る

⑤
対

人
援

助
の

演
習

時
、

学
生

と
ケ

ア
対

象
者

と
の

相
互

作
用

を
通

し
て

、
学

生
の

援
助

者
と

し
て

の
課

題
を

見
極

め
、

学
生

に
必

要
な

学
習

支
援

が
で

き
る

教
育

4
-
2
.3

①
学

習
意

欲
を

高
め

る
た

の
担

当
科

目
の

目
的

・
目

標
の

明
示

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
②

看
護

概
念

と
看

護
現

象
の

関
連

の
説

明
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
の

主
体

的
学

習
へ

の
支

援
（
看

護
専

門
職

の
自

律
性

を
育

む
点

が
看

護
学

教
育

の
特

徴
）
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

④
対

人
援

助
の

学
習

時
の

、
学

生
の

主
体

性
を

尊
重

し
な

が
ら

も
行

為
の

倫
理

性
を

強
調

し
た

学
習

支
援

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
⑤

対
人

援
助

の
演

習
時

、
学

生
と

ケ
ア

対
象

者
と

の
相

互
作

用
を

通
し

て
学

生
の

援
助

者
と

し
て

の
課

題
を

見
極

め
、

学
生

に
必

要
な

学
習

支
援

を
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

評
価

と
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

教
育

4-
3.

1
①

担
当

科
目

の
目

標
に

基
づ

く
学

生
の

到
達

度
評

価
に

つ
い

て
知

る
②

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
を

ふ
ま

え
て

、
各

担
当

科
目

の
評

価
を

学
生

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

重
要

性
を

知
る

③
担

当
科

目
履

修
後

の
学

生
の

自
己

学
習

へ
の

動
機

づ
け

の
必

要
性

を
知

る

教
育

4-
3.

2
①

担
当

科
目

の
目

標
に

基
づ

く
学

生
の

到
達

度
を

評
価

で
き

る
②

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
を

ふ
ま

え
て

、
各

担
当

科
目

の
評

価
を

学
生

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
で

き
る

③
担

当
科

目
履

修
後

の
学

生
の

自
己

学
習

へ
の

動
機

づ
け

が
で

き
る

教
育

4
-
3
.3

①
担

当
科

目
の

目
標

に
基

づ
く
学

生
の

到
達

度
評

価
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

を
ふ

ま
え

て
、

各
担

当
科

目
の

評
価

を
学

生
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
担

当
科

目
履

修
後

の
学

生
の

自
己

学
習

へ
の

動
機

づ
け

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る

４
．

授
業

運
営
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レ
ベ

ル
Ⅰ

知
る

レ
ベ

ル
Ⅱ

自
立

し
て

で
き

る
レ

ベ
ル

Ⅲ
　

支
援

・
指

導
、

拡
大

で
き

る

５
．

臨
地

実
習

指
導

実
習

環
境

・体
制

整
備

教
育

5-
1.

1
①

実
習

目
的

・目
標

に
基

づ
き

実
習

施
設

を
選

定
す

る
必

要
性

を
知

る
②

実
習

施
設

の
特

徴
を

理
解

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
知

る
③

実
習

施
設

の
関

係
者

と
の

連
携

・協
働

の
必

要
性

を
知

る
④

実
習

環
境

・体
制

整
備

と
し

て
、

実
習

施
設

の
看

護
職

へ
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

行
う

必
要

性
に

つ
い

て
知

る
⑤

実
習

中
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・ア
ク

シ
デ

ン
ト

に
関

す
る

報
告

相
談

、
対

処
の

体
制

を
整

え
る

こ
と

の
必

要
性

に
つ

い
て

知
る

教
育

5-
1.

2
①

実
習

目
的

・目
標

に
基

づ
き

実
習

施
設

を
選

定
で

き
る

②
実

習
施

設
の

特
徴

を
理

解
で

き
る

③
実

習
施

設
の

関
係

者
と

の
連

携
・協

働
を

す
す

め
る

こ
と

が
で

き
る

④
実

習
施

設
の

看
護

職
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
が

で
き

る
⑤

実
習

中
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・ア
ク

シ
デ

ン
ト

に
関

す
る

報
告

相
談

、
対

処
の

体
制

を
整

備
で

き
る

教
育

5
-
1
.3

①
実

習
目

的
・
目

標
に

基
づ

き
実

習
施

設
選

定
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
実

習
施

設
の

特
徴

の
理

解
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る ③

実
習

施
設

の
関

係
者

と
の

連
携

・
協

働
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

④
実

習
施

設
の

看
護

職
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

⑤
実

習
中

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に

関
す

る
報

告
相

談
、

対
処

の
体

制
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

臨
地

で
の

柔
軟

な
支

援
方

法
の

工
夫

教
育

5-
2.

1
①

学
生

が
遭

遇
し

う
る

看
護

現
象

の
予

測
の

必
要

性
を

知
る

②
学

生
の

日
々

の
レ

デ
ィ

ネ
ス

把
握

の
必

要
性

を
知

る
③

学
生

と
、

臨
地

で
の

関
係

者
と

の
相

互
作

用
を

把
握

す
る

必
要

性
を

知
る

④
関

係
者

と
の

役
割

分
担

を
行

い
指

導
を

す
す

め
る

必
要

性
を

知
る ⑤

実
践

者
の

判
断

・行
動

の
教

材
化

の
必

要
性

を
知

る

教
育

5-
2.

2
①

学
生

が
遭

遇
し

う
る

看
護

現
象

を
予

測
で

き
る

②
学

生
の

日
々

の
レ

デ
ィ

ネ
ス

を
把

握
で

き
る

③
学

生
と

、
臨

地
で

の
関

係
者

と
の

相
互

作
用

を
把

握
で

き
る

④
関

係
者

と
の

役
割

分
担

を
行

い
指

導
を

す
す

め
る

こ
と

が
で

き
る ⑤

実
践

者
の

判
断

・行
動

を
教

材
化

で
き

る

教
育

5
-
2
.3

①
学

生
が

遭
遇

し
う

る
看

護
現

象
の

予
測

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
②

学
生

の
日

々
の

レ
デ

ィ
ネ

ス
把

握
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
と

臨
地

で
の

関
係

者
と

の
相

互
作

用
把

握
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

④
関

係
者

と
の

指
導

上
の

役
割

分
担

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
⑤

実
践

者
の

判
断

・
行

動
の

教
材

化
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

学
生

の
実

習
経

験
と

看
護

概
念

を
関

連
づ

け
る

学
習

支
援

教
育

5-
3.

1
①

実
習

体
験

の
中

か
ら

、
看

護
学

の
学

習
に

必
要

か
つ

重
要

な
場

面
を

教
員

が
選

定
す

る
必

要
性

を
知

る
②

学
生

の
学

習
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
極

め
、

振
り

返
り

や
自

己
学

習
を

促
す

こ
と

の
必

要
性

に
つ

い
て

知
る

③
学

生
の

体
験

と
学

ぶ
べ

き
看

護
概

念
を

関
連

づ
け

、
学

生
が

自
ら

実
施

・観
察

し
た

こ
と

を
意

味
づ

け
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

必
要

性
に

つ
い

て
知

る

教
育

5-
3.

2
①

実
習

体
験

の
中

か
ら

、
看

護
学

の
学

習
に

必
要

か
つ

重
要

な
場

面
を

教
員

が
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
②

学
生

の
学

習
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
極

め
、

振
り

返
り

や
自

己
学

習
を

促
す

こ
と

が
で

き
る

③
学

生
の

体
験

と
学

ぶ
べ

き
看

護
概

念
を

関
連

づ
け

、
学

生
が

自
ら

実
施

・観
察

し
た

こ
と

を
意

味
づ

け
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

教
育

5
-
3
.3

①
実

習
体

験
の

中
か

ら
、

看
護

学
の

学
習

に
必

要
か

つ
重

要
な

場
面

の
選

定
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
学

生
の

学
習

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
見

極
め

、
振

り
返

り
や

自
己

学
習

を
促

す
支

援
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
の

体
験

と
学

ぶ
べ

き
看

護
概

念
を

関
連

づ
け

、
学

生
が

自
ら

実
施

・
観

察
し

た
こ

と
の

意
味

づ
け

が
で

き
る

よ
う

な
支

援
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

臨
地

で
の

主
体

的
学

習
へ

の
支

援
教

育
5-

4.
1

①
時

間
的

制
約

・対
象

者
と

の
相

互
作

用
の

影
響

を
ふ

ま
え

、
事

実
に

基
づ

き
、

自
己

評
価

を
促

す
こ

と
で

学
習

を
支

援
す

る
こ

と
の

必
要

性
に

つ
い

て
知

る

教
育

5-
4.

2
①

時
間

的
制

約
・対

象
者

と
の

相
互

作
用

の
影

響
を

ふ
ま

え
、

事
実

に
基

づ
き

、
自

己
評

価
を

促
す

こ
と

で
学

習
を

支
援

で
き

る

教
育

5
-
4
.3

①
時

間
的

制
約

・
対

象
者

と
の

相
互

作
用

の
影

響
を

ふ
ま

え
、

事
実

に
基

づ
き

、
自

己
評

価
を

促
す

学
習

支
援

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
を

助
言

で
き

る

要
素
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臨
地

で
の

倫
理

的
学

習
へ

の
支

援
教

育
5-

5.
1

①
対

象
者

へ
の

看
護

を
実

現
す

る
た

め
に

、
学

生
の

ケ
ア

の
不

足
を

補
う

必
要

性
を

判
断

し
、

学
生

に
説

明
す

る
必

要
性

を
知

る
②

学
生

の
安

全
の

確
保

の
必

要
性

を
知

る
③

学
生

が
自

ら
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

予
防

・対
処

す
る

た
め

の
方

法
等

に
つ

い
て

指
導

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
知

る
④

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・ア
ク

シ
デ

ン
ト

へ
の

注
意

喚
起

、
対

処
等

の
学

生
へ

の
指

導
の

必
要

性
を

知
る

教
育

5-
5.

2
①

対
象

者
へ

の
看

護
を

実
現

す
る

た
め

に
、

学
生

の
ケ

ア
の

不
足

を
補

う
必

要
性

を
判

断
し

、
学

生
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

②
学

生
の

安
全

の
確

保
が

で
き

る
③

学
生

が
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

自
ら

予
防

す
る

た
め

の
対

処
法

等
を

指
導

で
き

る
④

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・ア
ク

シ
デ

ン
ト

へ
の

注
意

喚
起

、
対

処
等

に
つ

い
て

学
生

に
指

導
で

き
る

教
育

5
-
5
.3

①
対

象
者

へ
の

看
護

を
実

現
す

る
た

め
に

、
学

生
の

ケ
ア

の
不

足
を

補
う

必
要

性
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
学

生
の

安
全

の
確

保
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
が

自
ら

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
予

防
・
対

処
す

る
方

法
等

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
④

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
へ

の
注

意
喚

起
、

対
処

等
の

学
生

へ
の

指
導

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る

学
生

生
活

支
援

教
育

6-
1.

1
①

学
生

相
談

に
必

要
な

教
員

の
態

度
・対

応
に

つ
い

て
知

る
②

学
生

相
談

の
体

制
、

教
員

の
役

割
・責

任
範

囲
（委

員
会

・専
門

家
と

の
連

携
方

法
、

抱
え

込
ま

な
い

等
）を

知
る

③
学

生
相

談
の

必
要

性
を

知
る

（健
康

問
題

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

経
済

的
困

難
な

ど
）

教
育

6-
1.

2
①

学
生

相
談

に
必

要
な

教
員

の
態

度
・対

応
が

実
践

で
き

る
②

学
生

相
談

の
体

制
、

教
員

の
役

割
・責

任
範

囲
（
委

員
会

・
専

門
家

と
の

連
携

方
法

、
抱

え
込

ま
な

い
等

）を
理

解
し

た
上

で
効

果
的

に
活

用
で

き
る

③
学

生
相

談
の

必
要

性
を

把
握

し
（健

康
問

題
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
経

済
的

困
難

な
ど

）、
問

題
解

決
へ

の
支

援
が

で
き

る

教
育

6
-
1
.3

①
学

生
相

談
に

必
要

な
教

員
の

態
度

・
対

応
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
学

生
相

談
の

体
制

、
教

員
の

役
割

・
責

任
範

囲
（
委

員
会

・
専

門
家

と
の

連
携

方
法

、
抱

え
込

ま
な

い
等

）
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
学

生
相

談
の

必
要

性
を

把
握

し
（
健

康
問

題
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
経

済
的

困
難

な
ど

）
、

組
織

的
な

問
題

解
決

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る

キ
ャ

リ
ア

支
援

教
育

6-
2.

1
①

学
生

の
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
か

か
わ

る
支

援
方

法
（多

様
な

看
護

職
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
、

転
部

・転
学

に
関

す
る

情
報

伝
達

等
）

を
知

る
②

国
家

試
験

受
験

に
か

か
わ

る
基

本
的

な
情

報
（ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

出
題

傾
向

、
模

擬
試

験
等

）を
把

握
で

き
る

③
看

護
独

自
の

就
職

支
援

（関
連

情
報

の
伝

達
、

就
職

活
動

へ
の

助
言

等
）の

重
要

性
に

つ
い

て
知

る

教
育

6-
2.

2
①

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
し

て
、

学
生

に
情

報
提

供
、

助
言

（看
護

職
を

志
望

し
な

い
学

生
に

対
す

る
支

援
含

む
）
が

で
き

る
②

国
家

試
験

受
験

に
か

か
わ

る
支

援
（関

連
情

報
の

伝
達

、
自

己
学

習
へ

の
支

援
、

担
当

科
目

と
の

関
連

把
握

等
）が

で
き

る
③

看
護

独
自

の
就

職
支

援
（関

連
情

報
の

伝
達

、
就

職
活

動
へ

の
助

言
等

）が
で

き
る

教
育

6
-
2
.3

①
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
関

す
る

学
生

へ
の

情
報

提
供

、
助

言
（
看

護
職

を
志

望
し

な
い

学
生

に
対

す
る

支
援

含
む

）
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

②
国

家
試

験
受

験
に

か
か

わ
る

支
援

（
関

連
情

報
の

伝
達

、
自

己
学

習
へ

の
支

援
、

担
当

科
目

と
の

関
連

把
握

等
）
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

③
看

護
独

自
の

就
職

支
援

（
関

連
情

報
の

伝
達

、
就

職
活

動
へ

の
助

言
等

）
に

つ
い

て
、

他
の

教
員

に
助

言
で

き
る

④
近

隣
地

域
、

関
連

の
保

健
医

療
福

祉
機

関
と

就
職

に
関

す
る

情
報

交
換

を
行

い
、

他
の

教
員

に
情

報
伝

達
・
助

言
で

き
る

国
際

交
流

の
推

進
教

育
6-

3.
1

①
留

学
生

へ
の

文
化

や
生

活
ス

タ
イ

ル
を

配
慮

し
た

学
生

支
援

の
必

要
性

を
知

る
②

留
学

生
に

と
っ

て
の

日
本

の
魅

力
を

理
解

し
、

そ
れ

を
深

め
る

た
め

の
支

援
の

必
要

性
を

知
る

③
日

本
人

学
生

に
国

際
交

流
へ

の
参

画
を

促
し

、
支

援
の

必
要

性
に

つ
い

て
知

る
④

国
際

交
流

を
組

織
的

に
実

施
す

る
こ

と
の

必
要

性
に

つ
い

て
知

る

教
育

6-
3.

2
①

留
学

生
へ

の
文

化
や

生
活

ス
タ

イ
ル

を
配

慮
し

た
学

生
支

援
が

で
き

る
②

留
学

生
に

と
っ

て
の

日
本

の
魅

力
を

理
解

し
、

そ
れ

を
深

め
る

た
め

の
支

援
が

で
き

る
③

日
本

人
学

生
に

対
す

る
国

際
交

流
へ

の
参

画
を

促
進

し
、

必
要

な
支

援
を

す
る

④
国

際
交

流
を

組
織

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
協

力
す

る

教
育

6
-
3
.3

①
留

学
生

へ
の

文
化

や
生

活
ス

タ
イ

ル
を

配
慮

し
た

学
生

支
援

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
②

留
学

生
に

と
っ

て
魅

力
的

な
日

本
理

解
を

深
め

る
た

め
の

支
援

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
③

日
本

人
学

生
に

対
す

る
国

際
交

流
の

参
画

促
進

、
必

要
な

支
援

に
つ

い
て

、
他

の
教

員
に

助
言

で
き

る
④

国
際

交
流

を
組

織
的

に
実

施
で

き
る

よ
う

、
環

境
や

体
制

を
整

備
す

る

６
．

学
生

支
援
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３
）
研
究

レ
ベ

ル
Ⅰ

知
る

レ
ベ

ル
Ⅱ

自
立

し
て

で
き

る
レ

ベ
ル

Ⅲ
支

援
・
指

導
、

推
進

（
発

展
）
で

き
る

1
．

研
究

者
マ

イ
ン

ド
研

究
1
-
1
.1

①
研

究
者

マ
イ

ン
ド

の
必

要
性

を
知

る
研

究
1
-
1
.2

①
研

究
者

マ
イ

ン
ド

を
も

っ
て

研
究

を
遂

行
で

き
る

研
究

1
-
1
.3

①
研

究
者

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
を

支
援

で
き

る

２
．

研
究

遂
行

能
力

看
護

学
研

究
の

理
解

研
究

2
-
1
.1

①
看

護
学

研
究

と
は

何
で

あ
り

、
何

が
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

知
り

、
語

る
こ

と
が

で
き

る

研
究

2
-
1
.2

①
看

護
学

研
究

と
は

何
で

あ
り

、
何

が
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

理
解

し
て

、
研

究
で

き
る

研
究

2
-
1
.3

①
看

護
学

研
究

と
は

何
で

あ
り

、
何

が
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

助
言

で
き

る

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
の


使
い

方
研

究
2
-
2
.1

①
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

に
つ

い
て

知
る

研
究

2
-
2
.2

①
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

を
使

っ
て

研
究

で
き

る
研

究
2
-
2
.3

①
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

を
推

進
し

研
究

を
展

開
す

る
環

境
を

つ
く
る

こ
と

が
で

き
る

看
護

学
研

究
の

課
題

の
見

つ
け

方
研

究
2
-
3
.1

①
看

護
学

研
究

と
し

て
独

自
性

・
創

造
性

の
あ

る
研

究
課

題
の

設
定

に
つ

い
て

知
る

研
究

2
-
3
.2

①
看

護
学

研
究

と
し

て
独

自
性

・
創

造
性

の
あ

る
研

究
課

題
を

設
定

で
き

る

研
究

2
-
3
.3

①
看

護
学

研
究

と
し

て
独

自
性

・
創

造
性

の
あ

る
研

究
課

題
の

設
定

を
支

援
で

き
る

分
野

横
断

的
な

研
究

の
進

め
方

研
究

2
-
4
.1

①
分

野
横

断
的

な
研

究
に

つ
い

て
知

る
研

究
2
-
4
.2

①
分

野
横

断
的

な
研

究
に

参
加

で
き

る
研

究
2
-
4
.3

①
分

野
横

断
的

な
研

究
を

企
画

・
運

営
で

き
る

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
と

の
関

係
の


取
り

方
研

究
2
-
5
.1

①
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

と
の

関
係

の
取

り
方

を
知

る
研

究
2
-
5
.2

①
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

と
良

好
な

関
係

を
展

開
で

き
る

研
究

2
-
5
.3

①
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

と
の

関
係

の
取

り
方

を
支

援
し

、
発

展
で

き
る

デ
ー

タ
の

取
り

扱
い

と
そ

の
方

法
研

究
2
-
6
.1

①
デ

ー
タ

の
特

性
に

合
わ

せ
た

適
切

な
分

析
方

法
を

知
る

研
究

2
-
6
.2

①
デ

ー
タ

の
特

性
に

合
わ

せ
て

適
切

に
分

析
で

き
る

研
究

2
-
6
.3

①
デ

ー
タ

の
特

性
に

合
わ

せ
た

適
切

な
分

析
を

支
援

で
き

る

研
究

2
-
7
.1

①
看

護
学

研
究

に
お

け
る

倫
理

に
つ

い
て

知
る

研
究

2
-
7
.2

①
看

護
学

研
究

に
お

け
る

倫
理

を
踏

ま
え

て
研

究
で

き
る

研
究

2
-
7
.3

①
看

護
学

研
究

に
お

け
る

倫
理

に
つ

い
て

助
言

で
き

る

看
護

学
研

究
論

文
の

書
き

方
研

究
2
-
8
.1

①
論

理
的

な
著

述
の

仕
方

に
つ

い
て

知
る

研
究

2
-
8
.2

①
論

理
的

な
著

述
が

出
来

る
研

究
2
-
8
.3

①
論

理
的

な
著

述
に

つ
い

て
助

言
で

き
る

研
究

論
文

の
レ

ビ
ュ

ー
の

仕
方

研
究

2
-
9
.1

①
看

護
学

研
究

論
文

の
レ

ビ
ュ

ー
に

つ
い

て
知

る
研

究
2
-
9
.2

①
看

護
学

研
究

論
文

を
レ

ビ
ュ

ー
で

き
る

研
究

2
-
9
.3

①
看

護
学

研
究

論
文

の
レ

ビ
ュ

ー
に

つ
い

て
助

言
で

き
る

研
究

2
-
1
0
.１

①
研

究
成

果
を

用
い

て
看

護
の

現
場

へ
コ

ミ
ッ

ト
し

、
研

究
成

果
を

還
元

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
知

る

研
究

2
-
1
0
.2

①
研

究
成

果
を

用
い

て
看

護
の

現
場

へ
コ

ミ
ッ

ト
し

、
研

究
成

果
を

還
元

で
き

る

研
究

2
-
1
0
.3

①
研

究
成

果
を

用
い

て
看

護
の

現
場

へ
コ

ミ
ッ

ト
し

、
研

究
成

果
の

還
元

に
つ

い
て

助
言

し
推

進
で

き
る

３
．

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
調

整
能

力

時
間

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
3
-
1
.1

①
実

習
や

込
み

入
っ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

時
間

を
効

率
的

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

、
研

究
に

費
や

す
時

間
を

確
保

す
る

必
要

性
に

つ
い

て
知

る

研
究

3
-
1
.2

①
実

習
や

込
み

入
っ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

時
間

を
効

率
的

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

、
研

究
に

費
や

す
時

間
を

確
保

で
き

る

研
究

3
-
1
.3

①
実

習
や

込
み

入
っ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

研
究

に
費

や
す

時
間

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

で
き

る

研
究

要
素

倫
理

的
配

慮
（
知

的
財

産
権

，
利

益
相

反
含

む
）

研
究

成
果

を
も

っ
て

看
護

の
現

場
へ

コ
ミ

ッ
ト

す
る

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

研
究

者
マ

イ
ン

ド
の

例
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
・
真

理
を

追
究

し
、

偏
見

や
先

入
観

や
世

間
的

な
常

識
に

惑
わ

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

態
度

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ・
異

な
る

意
見

や
他

者
を

尊
重

す
る

態
度
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研
究

費
の

獲
得

と
適

切
な

運
用

研
究

3
-
2
.1

①
競

争
的

資
金

の
獲

得
に

向
け

て
、

支
援

の
も

と
に

研
究

計
画

書
を

申
請

で
き

る
②

研
究

費
の

適
切

な
運

用
に

つ
い

て
知

る

研
究

3
-
2
.2

①
競

争
的

資
金

を
獲

得
で

き
る

②
研

究
費

を
適

切
に

運
用

で
き

る

研
究

3
-
2
.3

①
大

型
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

費
を

獲
得

し
、

他
の

教
職

員
に

助
言

で
き

る
②

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
研

究
費

を
適

切
に

運
用

し
、

他
の

教
職

員
に

助
言

で
き

る

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

研
究

3
-
3
.1

①
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
に

つ
い

て
知

り
、

参
加

で
き

る
②

看
護

学
研

究
に

お
け

る
他

者
と

の
協

働
の

重
要

性
を

知
る

研
究

3
-
3
.2

①
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
形

成
で

き
る

②
看

護
学

研
究

に
お

い
て

他
者

と
協

働
で

き
る

研
究

3
-
3
.3

①
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
形

成
し

、
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

②
看

護
学

研
究

に
お

い
て

他
者

と
の

協
働

を
支

援
し

推
進

で
き

る

研
究

環
境

の
整

備
研

究
3
-
4
.1

①
研

究
活

動
を

促
進

す
る

リ
ソ

ー
ス

や
環

境
に

つ
い

て
知

る
研

究
3
-
4
.2

①
研

究
活

動
を

促
進

す
る

リ
ソ

ー
ス

や
環

境
を

活
用

し
な

が
ら

研
究

を
遂

行
で

き
る

研
究

3
-
4
.3

①
研

究
活

動
を

推
進

す
る

リ
ソ

ー
ス

や
環

境
を

整
備

し
、

研
究

活
動

の
推

進
を

支
援

で
き

る

４
．

普
及

と
発

信

研
究

の
イ

ン
パ

ク
ト

看
護

学
教

育
・
実

践
の

質
の

向
上

研
究

4
-
1
.1

①
看

護
学

教
育

・
実

践
の

質
の

向
上

に
対

す
る

研
究

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
知

る

研
究

4
-
1
.2

①
看

護
学

教
育

・
実

践
の

質
の

向
上

に
対

す
る

研
究

イ
ン

パ
ク

ト
を

発
信

で
き

る

研
究

4
-
1
.3

①
看

護
学

教
育

・
実

践
の

質
の

向
上

に
対

し
て

研
究

成
果

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
用

い
、

社
会

的
、

政
策

的
、

国
際

的
展

開
が

で
き

る

看
護

学
研

究
の

発
展

研
究

4
-
2
.1

①
自

身
の

研
究

が
看

護
学

研
究

の
発

展
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
を

知
る

研
究

4
-
2
.2

①
自

身
の

研
究

を
通

し
て

看
護

学
研

究
の

発
展

に
寄

与
で

き
る

研
究

4
-
2
.3

①
自

身
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
通

し
て

看
護

学
研

究
の

発
展

に
寄

与
で

き
る

新
し

い
変

化
へ

の
対

処
研

究
4
-
3
.1

①
時

代
、

地
域

特
性

と
共

に
変

化
す

る
看

護
学

へ
の

ニ
ー

ズ
、

関
心

事
を

察
知

で
き

る

研
究

4
-
3
.2

①
時

代
、

地
域

特
性

と
共

に
変

化
す

る
看

護
学

へ
の

ニ
ー

ズ
、

関
心

事
に

対
応

で
き

る

研
究

4
-
3
.3

①
時

代
、

地
域

特
性

と
共

に
変

化
す

る
看

護
学

へ
の

ニ
ー

ズ
、

関
心

事
へ

の
対

応
を

支
援

で
き

る

成
果

発
信

研
究

成
果

の
計

画
的

な
普

及
・
発

信
研

究
4
-
4
.1

①
研

究
成

果
の

計
画

的
な

普
及

と
発

信
の

重
要

性
を

知
る

研
究

4
-
4
.2

①
研

究
成

果
の

計
画

的
な

普
及

と
発

信
が

で
き

る
研

究
4
-
4
.3

①
研

究
成

果
の

計
画

的
な

普
及

と
発

信
に

つ
い

て
助

言
し

、
推

進
で

き
る

交
流

研
究

会
・
学

会
活

動
研

究
4
-
5
.1

①
研

究
会

・
学

会
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

が
出

来
る

研
究

4
-
5
.2

①
積

極
的

に
研

究
会

・
学

会
活

動
で

き
る

（
研

究
発

表
、

論
文

発
表

等
）

研
究

4
-
5
.3

①
研

究
会

・
学

会
活

動
に

つ
い

て
支

援
で

き
、

普
及

と
発

信
の

場
の

育
成

に
貢

献
で

き
る

５
．

国
際

化 国
際

学
会

で
の

発
表

研
究

5
-
1
.1

①
国

際
学

会
に

参
加

で
き

る
研

究
5
-
1
.2

①
国

際
学

会
で

発
表

す
る

研
究

5
-
1
.3

①
国

際
学

会
で

の
発

表
へ

の
助

言
や

発
表

の
場

を
つ

く
る

（
企

画
・
運

営
等

）

国
際

共
同

研
究

研
究

5
-
2
.1

①
国

際
共

同
研

究
の

意
義

と
方

法
に

つ
い

て
知

る
研

究
5
-
2
.2

①
国

際
共

同
研

究
に

つ
い

て
役

割
を

担
う

こ
と

が
で

き
る

研
究

5
-
2
.3

①
国

際
共

同
研

究
を

支
援

し
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

（
フ

ル
ブ

ラ
イ

ト
研

究
者

の
受

け
入

れ
等

）

学
術

国
際

交
流

の
推

進
研

究
5
-
3
.1

学
術

国
際

交
流

に
つ

い
て

知
る

研
究

5
-
3
.2

学
術

国
際

交
流

に
つ

い
て

役
割

を
担

う
こ

と
が

で
き

る
（
例

：
短

期
留

学
）

研
究

5
-
3
.3

学
術

国
際

交
流

を
支

援
し

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
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４
）
社
会
貢
献

レ
ベ
ル
Ⅰ

レ
ベ
ル
Ⅱ

レ
ベ
ル
Ⅲ

知
る

自
立
し
て
出
来
る

支
援
・
指
導
、
拡
大
で
き
る

１
．
社
会
貢
献
の
あ
り
方

社
会
1
-
1
.1

①
自
ら
の
大
学
に
お
け
る
社
会
貢
献
の
あ
り
方
を
考
え
る

社
会
1
-
1
.2

①
自
ら
の
大
学
の
理
念
に
基
づ
き
社
会
貢
献
活
動
が
で
き
る

社
会
1
-
1
.3

①
自
ら
の
大
学
の
理
念
に
基
づ
く
社
会
貢
献
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る

２
．
看
護
現
場
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ー
ズ
把
握
の
方
法

社
会
2
-
1
.1

①
社
会
貢
献
に
必
要
な
社
会
の
動
向
や
社
会
に
お
け
る
看
護
専

門
職
へ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
知
る

社
会
2
-
1
.2

①
最
新
の
社
会
動
向
と
看
護
専
門
職
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
把
握
で
き
る

社
会
2
-
1
.3

①
最
新
の
社
会
動
向
を
把
握
し
、
看
護
専
門
職
が
社
会
に
お
い
て

果
た
す
べ
き
役
割
を
他
の
教
員
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

実
践
へ
の
適
用

社
会
2
-
2
.1

①
研
究
成
果
の
実
践
へ
の
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
知
る

②
研
究
の
成
果
を
社
会
貢
献
と
し
て
適
用
す
る
際
に
、
必
要
と
な

る
法
的
根
拠
に
つ
い
て
知
る

社
会
2
-
2
.2

①
最
新
の
研
究
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
で
現
場
の
看
護
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
で
き
る

②
法
的
根
拠
を
踏
ま
え
て
研
究
成
果
を
社
会
貢
献
に
活
用
で
き
る

社
会
2
-
2
.3

①
最
新
の
研
究
成
果
を
活
用
し
て
実
践
し
現
場
の
看
護
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
教
員
に
助
言
で
き

る ②
法
的
根
拠
を
踏
ま
え
て
研
究
成
果
を
社
会
貢
献
に
活
用
で
き
る

政
策
へ
の
提
言

社
会
2
-
3
.1

①
社
会
の
変
革
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
な
る
研
究
成
果
の

産
出
に
つ
い
て
知
る

②
研
究
成
果
の
政
策
へ
の
提
言
方
法
に
つ
い
て
知
る

社
会
2
-
3
.2

①
社
会
の
変
革
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
な
る
研
究
成
果
を

産
出
し
、
政
策
へ
提
言
で
き
る

社
会
2
-
3
.3

①
社
会
の
変
革
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
な
る
研
究
成
果
を

産
出
し
て
、
政
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る

３
．
地
域
貢
献

看
護
の
知
見
の
発
信
と
活
用

社
会
3
-
1
.1

①
社
会
に
貢
献
で
き
る
看
護
の
知
見
の
発
信
に
つ
い
て
知
る

②
社
会
に
貢
献
で
き
る
看
護
の
知
見
の
活
用
に
つ
い
て
知
る

社
会
3
-
1
.2

①
看
護
の
知
見
を
社
会
に
発
信
で
き
る

②
看
護
の
知
見
を
用
い
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

社
会
3
-
1
.3

①
看
護
の
知
見
の
発
信
に
向
け
て
、
他
の
教
員
に
助
言
で
き
、
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
看
護
の
知
見
を
用
い
た
社
会
貢
献
に
つ
い
て
、
他
の
教
員
に
助

言
で
き
、
組
織
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る

看
護
系
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の

役
割

社
会
3
-
2
.1

①
地
域
や
自
治
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
リ
ソ
ー
ス
と

し
て
看
護
系
大
学
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
知
る

②
地
域
貢
献
の
た
め
の
広
報
に
つ
い
て
知
る

③
役
割
を
果
た
す
際
に
地
域
貢
献
上
の
医
療
法
、
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
な
ど
の
法
的
側
面
、
倫
理
的
問
題
と
起
こ
り
う
る
リ
ス

ク
に
つ
い
て
知
る

社
会
3
-
1
.2

①
地
域
や
自
治
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
リ
ソ
ー
ス
と

し
て
看
護
系
大
学
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る

②
地
域
貢
献
の
た
め
の
広
報
活
動
が
で
き
る

③
役
割
を
果
た
す
際
に
地
域
貢
献
上
の
医
療
法
、
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
な
ど
の
法
的
側
面
、
倫
理
的
問
題
と
し
て
起
こ
り
う
る

リ
ス
ク
に
対
処
で
き
る

社
会
3
-
2
.3

①
地
域
や
自
治
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
リ
ソ
ー
ス
と

し
て
看
護
系
大
学
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る

②
地
域
貢
献
の
た
め
の
広
報
に
つ
い
て
組
織
的
な
取
り
組
み
が

で
き
る

③
役
割
を
果
た
す
際
に
地
域
貢
献
上
の
医
療
法
、
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
な
ど
の
法
的
側
面
、
倫
理
的
問
題
と
し
て
生
じ
た
問

題
に
対
処
し
、
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
出
来
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
る

産
官
学
共
同
研
究
の
実
施

社
会
3
-
3
.1

①
企
業
や
行
政
機
関
と
の
共
同
研
究
、
受
託
研
究
に
つ
い
て
知
る

②
研
究
成
果
が
産
業
や
社
会
の
中
で
活
用
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

知
る

社
会
3
-
3
.2

①
企
業
や
行
政
機
関
と
の
共
同
研
究
、
受
託
研
究
が
で
き
る

②
研
究
成
果
を
産
業
や
社
会
の
中
で
活
用
で
き
る

社
会
3
-
3
.3

①
企
業
や
行
政
機
関
と
の
共
同
研
究
、
受
託
研
究
の
組
織
が
作

れ
、
企
画
・
運
営
で
き
る

②
研
究
成
果
を
産
業
や
社
会
の
中
で
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る

社
会
貢
献

要
素
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５
）
運
営

レ
ベ
ル
Ⅰ

レ
ベ
ル
Ⅱ

レ
ベ
ル
Ⅲ

知
る

自
立
し
て
出
来
る

支
援
・指
導
、
拡
大
で
き
る

１
．
組
織
と
個
人
の
理
解

自
大
学
・
学
部
学
科
の
歴
史
の

理
解

運
営
1
-
1
.1

①
自
ら
の
大
学
お
よ
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
知
る

②
自
ら
の
大
学
お
よ
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
場
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
1
-
1
.2

①
自
ら
の
大
学
お
よ
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が

で
き
る
。

②
自
ら
の
大
学
及
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
場
を
作
る

こ
と
が
で
き
る

運
営
1
-
1
.3

①
自
ら
の
大
学
お
よ
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
環
境
と
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
自
ら
の
大
学
及
び
学
部
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
場
を
作
る

こ
と
を
組
織
的
に
で
き
る

自
大
学
・
学
部
学
科
の
理
念

（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
理
解

運
営
1
-
2
.1

①
自
ら
の
大
学
お
よ
び
、
学
部
学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
知
る

運
営
1
-
2
.2

①
自
ら
の
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
、
学
部

学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
1
-
2
.2

①
自
ら
の
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
、
学
部

学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
組
織
的
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る

大
学
の
組
織
体
制
の
理
解

運
営
1
-
3
.1

①
大
学
が
ど
の
よ
う
な
組
織
構
成
な
ら
び
に
構
成
員
に
よ
り
運
営

さ
れ
、
成
立
し
て
い
る
の
か
を
知
る

②
委
員
会
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
知
る

③
意
志
決
定
機
関
に
つ
い
て
知
る

④
組
織
体
制
上
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
知
る

⑤
大
学
運
営
に
お
け
る
情
報
共
有
の
範
囲
に
つ
い
て
知
る

運
営
1
-
3
.2

①
大
学
が
ど
の
よ
う
な
組
織
構
成
な
ら
び
に
構
成
員
に
よ
り
運
営

さ
れ
、
成
立
し
て
い
る
の
か
を
説
明
で
き
る

②
委
員
会
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

③
意
思
決
定
機
関
に
参
与
で
き
る

④
組
織
体
制
上
の
ル
ー
ル
を
活
用
し
た
貢
献
が
で
き
る

⑤
大
学
運
営
に
お
け
る
情
報
共
有
が
で
き
る

運
営
1
-
3
.3

①
大
学
が
ど
の
よ
う
な
組
織
構
成
な
ら
び
に
構
成
員
に
よ
り
運
営

さ
れ
、
成
立
し
て
い
る
の
か
を
説
明
で
き
る

②
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る

③
意
思
決
定
に
参
与
で
き
る
。

④
組
織
体
制
上
の
ル
ー
ル
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

⑤
大
学
運
営
に
お
け
る
要
所
要
所
で
円
滑
に
情
報
共
有
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

大
学
の
組
織
人
と
し
て
の

態
度
の
理
解

運
営
1
-
4
.1

①
場
や
状
況
に
応
じ
て
所
属
す
る
組
織
を
意
識
し
た
立
場
・
役
割

を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

運
営
1
-
4
.2

①
場
や
状
況
に
応
じ
て
、
所
属
す
る
組
織
を
意
識
し
た
立
場
・
役

割
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
1
-
4
.3

①
場
や
状
況
に
応
じ
て
所
属
す
る
組
織
を
意
識
し
た
立
場
・
役
割

を
と
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

２
．
組
織
文
化
の
創
造

組
織
文
化
の
理
解
・
醸
成

運
営
2
-
1
.1

①
組
織
文
化
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
知
る

②
自
ら
も
組
織
文
化
を
創
る
こ
と
に
役
割
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
知

る

運
営
2
-
1
.2

①
組
織
文
化
を
理
解
し
、
そ
れ
を
維
持
発
展
で
き
る
行
動
を
と
る
こ

と
が
で
き
る

②
自
ら
も
組
織
文
化
を
創
る
こ
と
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る

運
営
2
-
1
.3

①
組
織
文
化
を
理
解
し
、
そ
れ
を
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
組
織
文
化
を
創
る
こ
と
に
、
環
境
を
整
え
、
他
者
を
支
援
し
、
自

ら
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

自
大
学
・
学
部
学
科
の

組
織
文
化
の
創
造

運
営
2
-
2
.1

①
自
ら
の
大
学
・
学
部
学
科
の
組
織
文
化
に
つ
い
て
知
る

②
新
た
な
組
織
文
化
の
創
造
の
た
め
の
場
に
つ
い
て
知
る

運
営
2
-
2
.2

①
自
ら
の
大
学
・
学
部
学
科
の
組
織
文
化
の
強
み
、
弱
み
を
自
覚

で
き
る

②
変
革
が
必
要
な
時
、
現
行
の
組
織
文
化
で
対
応
可
能
か
、
新
た

な
組
織
文
化
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
判
断
で
き
る

③
新
た
な
組
織
文
化
の
創
造
の
た
め
に
自
由
な
意
見
を
言
い
合

え
る
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
2
-
2
.3

①
自
ら
の
大
学
・
学
部
学
科
の
組
織
文
化
の
強
み
、
弱
み
を
自
覚

し
た
上
で
、
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
な
組
織
的
な
行
動
が
と
れ
る

②
変
革
が
必
要
な
時
、
現
行
の
組
織
文
化
で
対
応
可
能
か
、
新
た

な
組
織
文
化
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
判
断
し
、
組
織
的
な

発
展
に
向
け
た
行
動
が
と
れ
る

③
新
た
な
組
織
文
化
の
創
造
の
た
め
に
自
由
な
意
見
を
言
い
合

え
る
場
を
作
る
こ
と
を
支
援
で
き
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

運
営

要
素
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３
．
大
学
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

大
学
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎

運
営
3
-
1
.1

①
大
学
全
体
・
学
部
学
科
の
課
題
特
定
に
つ
い
て
知
る

②
課
題
達
成
に
向
け
て
自
ら
の
役
割
を
知
る

③
課
題
達
成
に
向
け
た
組
織
化
に
つ
い
て
知
る

運
営
3
-
1
.2

①
大
学
全
体
・
学
部
学
科
の
課
題
特
定
（
組
織
分
析
、
社
会
動
向

の
理
解
）
が
で
き
る

②
課
題
達
成
に
向
け
て
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
に
遂
行
に
自
ら
行
動
で

き
る

③
課
題
達
成
に
向
け
た
組
織
化
（
組
織
編
制
、
人
員
配
置
、
予
算

策
定
・
獲
得
）
が
権
限
の
範
囲
で
で
き
る

運
営
3
-
1
.3

①
大
学
全
体
・
学
部
学
科
の
課
題
特
定
（
組
織
分
析
、
社
会
動
向

の
理
解
）
が
で
き
、
さ
ら
な
る
組
織
の
発
展
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

②
課
題
達
成
に
向
け
て
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
に
遂
行
に
自
ら
行
動
で

き
、
他
者
の
支
援
と
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

③
課
題
達
成
に
向
け
た
組
織
化
（
組
織
編
制
、
人
員
配
置
、
予
算

策
定
・
獲
得
）
に
よ
り
組
織
の
発
展
に
向
け
た
行
動
が
と
れ
る

課
題
遂
行
時
の

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

運
営
3
-
2
.1

①
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
い
て
知
る

②
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
知
る

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
知
る

④
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
・
情
報
発

信
）
に
つ
い
て
知
る

⑤
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
、
組
織
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い

て
知
る

運
営
3
-
2
.2

①
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
で
き
る

②
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
・
情
報
発
信
）
の
ス
キ

ル
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る

⑤
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
実
現
で
き
、
周
囲
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ

の
役
割
を
一
部
担
う
こ
と
が
で
き
る
。

運
営
3
-
2
.3

①
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
・
喚
起
で
き
る
環
境
を
整
え
る
体
制
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

②
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
助
言
で
き
、
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
る

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
・
情
報
発
信
）
に
つ
い

て
、
指
導
と
環
境
の
調
整
が
で
き
る

⑤
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
支
援
で
き
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

運
営
3
-
3
.1

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の
解
決
に
つ
い
て
知
る

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
を
予
防
的
す
る
対
策
に
つ
い
て
知
る

運
営
3
-
3
.2

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
解
決
に
動
く
こ
と
が
で
き
る

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
3
-
3
.3

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
解
決
に
向
け
て
最
善
な
方
法
に
導
く
こ
と
が
で

き
、
第
三
者
の
活
用
を
含
め
状
況
に
応
じ
た
環
境
を
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
る

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

運
営
3
-
4
.1

①
災
害
時
や
日
常
の
危
機
管
理
行
動
を
知
り
、
発
災
時
に
は
、
役

割
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

②
法
制
度
、
倫
理
的
問
題
を
含
め
て
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て

知
る

運
営
3
-
4
.2

①
日
頃
か
ら
災
害
等
の
危
機
管
理
行
動
が
と
れ
、
発
災
害
時
に

は
役
割
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

②
法
制
度
、
倫
理
的
問
題
を
含
め
て
リ
ス
ク
に
対
処
し
最
小
限
に

す
る
行
動
が
取
れ
る

運
営
3
-
4
.3

①
日
頃
か
ら
災
害
等
の
危
機
管
理
行
動
が
と
れ
発
災
時
に
は
組

織
的
な
指
揮
を
と
れ
る

②
法
制
度
、
倫
理
的
問
題
を
含
め
て
、
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
4
-
1
.1

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
と
必
要
性
に
つ
い
て
知
る

②
メ
ン
バ
ー
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
い
て
知
る

③
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
に
つ
い
て
知
る

④
権
限
の
分
権
・
委
譲
に
つ
い
て
知
る

⑤
自
ら
の
タ
イ
プ
を
知
り
、
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
は
フ
ォ
ロ
ア
ー
と
し
て

力
を
発
揮
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
知
る

⑥
看
護
系
大
学
教
員
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
、
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
自
己
に
つ
い
て
知
る

運
営
4
-
1
.2

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性
を
自
覚
す
る

②
メ
ン
バ
ー
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
で
き
る

③
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
で
き
る

④
権
限
の
分
権
・
委
譲
が
で
き
る

⑤
自
ら
の
タ
イ
プ
を
知
り
、
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
は
フ
ォ
ロ
ア
ー
と
し
て

力
を
発
揮
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い

る ⑥
看
護
系
大
学
教
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
中
で
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
資
質
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

運
営
4
-
1
.3

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
自
ら
発
揮
し
、
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る

②
メ
ン
バ
ー
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
で
き
、
組
織
的
に
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る

③
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
と
、
共
有
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

④
権
限
の
分
権
・
委
譲
が
で
き
る

⑤
自
ら
の
タ
イ
プ
を
知
り
、
リ
ー
ダ
ー
ま
た
は
フ
ォ
ロ
ア
ー
と
し
て
力

を
発
揮
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
が
向
上
す
る
よ
う
に
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

⑥
看
護
系
大
学
教
員
と
し
て
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
財
を

育
成
で
き
る

４
．
組
織
変
革
時
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

　
　
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
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３）活用方法 

本 FD マザーマップは、看護系大学が社会からの期待に応え、その使命を組織的に果たしていく上で

必要となる教員の能力を行動レベルで示した、いわゆる「能力マップ」として構成されている。また、

「能力」のレベルは、わが国の看護系大学の現状をふまえ、「教授」「准教授」「講師」「助教」といった

職位別ではなく、大学教員としての経験の多寡によって、「レベルⅠ：知る段階」「レベルⅡ：自立して

できる段階」「レベルⅢ：支援・指導、拡大できる段階」の３段階に分類されている。 

したがって、本マザーマップを参照すれば、ただちに FD が企画できることを意図したものではない。 

また、対象が「教授」であっても、看護系大学教員としての経験が浅ければ、レベルⅠの能力の育成

が必要ということもあれば、「助教」であっても、レベルⅢの能力を有している、ということもあり得

る。 

開発者としては、本マザーマップが、看護系大学教員の FD 活動の推進のための起点として活用され、

看護系大学の組織的発展に資することを願っている。具体的には、以下のような活用の仕方が考えられ

る。 

 

１．組織としての活用 

１）自組織の教員構成に即した FD ニーズ分析ツールとしての活用 

本マザーマップを活用して、自組織の教員が、本マザーマップに取り上げられた能力をどの程度有

しているのかを判断することで、組織の構成メンバーに即した FD ニーズの分析ができる。 

２）自組織の FD 活動の現状分析、評価ツールとしての活用 

  本マザーマップを活用して、自組織が実施している FD 活動によってどのような教員の能力が育成

されているのか、について、現状分析、評価ができる。 

３）自組織の実情に即した FD マップ作製の雛型としての活用 

本マザーマップの基本構成を雛型として活用することで、各大学が自組織の実情に即した FD マッ

プを開発することができる。 

４）FD の計画的な企画・実施・評価のモデルとして活用 

本マザーマップに取り上げられた教員の能力をFDの達成目標として活用することで、自組織のFD

を計画的に企画・実施・評価することができる。 

 

２．教員個人としての活用 

１）教員の自己評価、目標設定ツールとしての活用 

本マザーマップに取り上げられた教員の能力が、自身にどの程度備わっているかを、日頃の大学教

員としての活動状況から振り返ることで、看護系大学教員としての能力の自己評価、今後の能力開

発に向けた目標設定ツールとして活用できる。 

また、本マザーマップに取り上げられた教員の能力を FD の達成目標として活用することで、こ

れまでの FD 履歴の整理、今後の計画的な FD 研修受講の計画を立てることができる。 

 

３．FD プランニング支援データベースとしての活用 

１）ＦＤ活動の雛形としての活用 

本マザーマップの基本構成を雛型として活用することで、現状として実施されているものを体系的
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に整理し、自大学の行った FD の現状を確認できる。これにより、他大学の実施している FD の内

容を知り、参考にしつつ、今後必要と思われる FD を検討することができる。 

 

なお、本マザーマップで取り上げられている「能力」は、看護職の有免許者、すなわち看護学系大学

教員を主たる対象としたものであるが、看護学教育に携わる看護系大学教員すべてに求められるものも

含まれている。各看護系大学の実情に応じて、適宜内容を取捨することが可能である。 

また、本ＦＤマザーマップは、各大学の必要性に応じて実施される全学 FD との関連を意図して作成

したものではない。したがって、実際の活用に際しては、全学 FD との関連において各組織それぞれの

必要に応じてマップを作成し、看護系大学教員のＦＤ活動を企画・実施することができる。 
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４）用語解説 

 

・アドミッションポリシー 入学者選抜方針のこと。 

・ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）faculty development 大学教員の資質を開発するこ

と。広く教育の改善、さらには研究活動、社会貢献、管理運営にかかわる教員団の職能開発の活動

全般を指す。授業内容・方法の改善のための研修に限らない（狭義のＦＤ）。 

ＦＤは 2008 年の大学設置基準の見直しによって、大学院教育課程及び、学士教育課程において

実施が義務化された、教育の質的保障を実現するために教育内容や教育方法の改革に取り組むため

の手段の一つである。中央教育審議会の答申では、狭義のＦＤの定義「教員が授業内容・方法を改

善し向上させるための組織的な取り組みの総称」が用いられており、大学設置基準では、広義にＦ

Ｄを用いている場合もある。（参考：中教審答申 2012.8.28 の用語集）。 

・ＦＤマザーマップ 看護系大学において、看護学を学ぶ学生を対象に教育活動を行う教員を対象に、

看護系大学教員として備えるべき能力を行動レベルで示した、体系的な見取り図である。看護系大

学教員とは、看護職の有免許者を中心に、看護学教育に携わる人である。看護職の免許を有する大

学教員である看護学系教員の現状から、看護職としての実務能力と看護を学問として教授する能力

の両方を兼ね備えた大学教員としての能力を区分しその中の要素を特定し、さらに強化すべき能力

を要素として選定した。その上で要素それぞれの能力開発の段階をレベルとして示した。 

  本マザーマップを基に、各大学が組織的な取り組みとして自大学のＦＤプログラムの点検や、各

大学の現状から必要に応じた独自のＦＤマップの開発に活用できる。また、教員個人が看護系大学

教員としての能力を客観視する際にも有用なツールとなり得る。 

・ＦＤマップ ＦＤプログラムの体系表のこと。2009 年に国立教育政策研究所ＦＤer 研究会によっ

て開発された。開発の目的は、主として、大学教育センター等においてＦＤを専従で担当する教職

員（以下、ＦＤer：ファカルティ・ディベロッパーという）、ＦＤ委員会の委員、管理者など、Ｆ

Ｄを担当する大学関係者に、何がＦＤであるのか、ＦＤの目標は何か、ＦＤの効果的な実施方法は

どのようなものか、ＦＤの成果は何によって明らかになるのかについて一定の枠組みを示すことで

ある。 

このＦＤプログラムを体系化したものを示すことによって、各大学の大学教育センター等におい

て活動する、ＦＤer、ＦＤ委員会の委員、管理者などの関係者がＦＤプログラムのあり方を検討す

るための有用なツールとなり、大学教育に携わる者としての教員のキャリア開発を目的に設計され

たプログラム（ＦＤプログラム）として、ＦＤの取り組みに活用されている。 

（参考：国立教育政策研究所ＦＤer 研究会編,大学・短大でＦＤに携わる人のためのＦＤマップと

利用ガイドライン,国立教育政策研究所,2009.） 

・カリキュラム 教育目的に即して、学生の学習活動を援助するために、教育施設が計画的・組織的

に編成した教育内容を示すもの。 

（参考：杉森みど里,舟島なをみ：看護教育学第 5 版,医学書院,2012.） 

・「基盤」 基盤とは、「物事を支えるよりどころ。物事の土台」（広辞苑）であるが、ＦＤマザーマ

ップでの「基盤」は、看護系大学教員としての基礎力、看護専門職としての基礎力から形成される。

看護にアイデンティティをもつ者としての基礎的な素養（知識、スキル、マインド）と、大学教員

としての基本から構成される素養を基に看護系大学教員の根源を形成するものをいう。 
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・キャリア支援 専門的技能を要する職業に就く人の、職業人として、人間的な発達も含めて成長を

助けること。 

・「教育」 マザーマップでの「教育」は、看護系大学教員に必要な能力の側面として区分されたも

のを意味する。 

・教育者マインド 看護系大学における教育者マインドとは、学生の個人としての能力を引き出し、

看護専門職としての成長に資する意図をもって行う教育活動における、その人の考え方、姿勢、態

度、信念。 

・教材化 その授業のために作られたのではない素材を、教材として組織し直し組み立ててゆくこと

を言う。教育目標の達成に向けて、学生のレディネスに合わせ、かつ、知的好奇心を刺激するよう

に、学習しやすい形に変えること。素材は教材化されてはじめて教育的意味を持つ。  

（参考：辰野千寿編：学習指導用語事典,教育出版,68-70,1988．安彦忠彦：新版現代学校教育大事

典,ぎょうせい,356,2002） 

・区分 看護系大学教員に必要な能力を側面として示したもの。本マザーマップにおける看護系大学

教員に必要な能力は、基盤、教育、研究、社会貢献、運営の５つの区分から構成される。 

・クリティカルシンキング（批判的思考） 自分の思考について考えること。これはメタ認知であり、

思考をめぐらしているとき、その思考について考えることである。自己の推論能力と他者の推論を

理解する能力とそれに自信をもつことが重要である。計画すること、モニターすること、認知的ス

キルを修正することなどであり、クリティカルシンキングができる人になれば、一貫してよい選択

ができるようになる。 

・研究者コミュニティ（研究者共同体） コミュニティは共同体、集合体と訳され、共通の特徴を持

つ集団といえる。研究者共同体には、同僚・研究組織・機関（大学・研究所）や、学会等の研究仲

間（学際的、国際的広がりを含む）、研究費を出す組織・機関のコミュニティなどがある。 

・研究者マインド 真理を追い求めるという姿勢を持ち、偏見や先入観や世間的な常識に惑わされる

ことのない態度。正直さと事実の前に謙虚であること、努力する心の向き。異なる意見や他者を尊

重する姿勢を含む。 

・研究フィールド 学術研究を行う際に、テーマに即した研究活動を行う場（現地）のこと。特に看

護学研究では、研究者の目的とする研究協力者（情報提供者）の生きた経験を把握するため、その

場で生起する現象、これを成立させている人々や組織、しくみ等も含まれる。 

 （参考：モース＆フィールド著 野地有子訳：モースとフィールドの看護研究,日本看護協会出

版会. 2012） 

・講義 授業形態のうちの 1 つ。演習と共に学内での授業に位置づく。講義-受容学習が原基的な授

業形態とされ、教員から学生に概念を担っている言葉を直接提示でき、概念獲得、知識習得が主要

目的とされる。看護学においては、知識の部分収集のような講義では不十分とされ、発問-思考学習、

討議学習、発見学習、課題学習、プログラム学習、問題解決学習など、様々な形態がとられている。

特に学部教育では、臨地実習に先行するもの、その体験の意味の深化を促進させるものとして、臨

地実習と関連するものもある。 

・授業 授業とは、「相対的に独立した学習主体としての学生の活動と教授主体としての教員の活動

とが相互に知的対決を展開する過程」1）であり、看護教育学においては、この過程の成立を、「教

授＝学習過程」として表現する。それは、授業が、学習者にとって学習目標達成に向け教材を媒介
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にして知識や技能を獲得し、精神的・身体的諸機能を自己形成していく過程であると同時に、教員

にとってそれを支援する教授活動を展開しながら、教員としての能力を開発していく過程であるこ

とに起因する。 

授業には様々な形態があり、主に、講義、演習、実習がある。看護学では、臨地における実習が

教育上の特徴をなしている。 

 １）吉本均編：現代教授学（講座現代教育学５）,福村出版,pp61,1978． 

（参考：杉森みど里,舟島なをみ：看護教育学第 5 版,医学書院,2012.） 

・組織文化 組織文化は経営学で用いられている用語だが、その定義は研究者で異なる。「組織成員

が生み出し、共有している、価値観・信念・哲学・考え方・規範など」を指す。看護学における組

織文化の実証研究からは、看護組織において、各病棟には「病棟のルール」が存在しており、こと

が危険だとされている。病棟の変革を計画する管理者は、その「病棟文化」を理解せずに簡易に看

護方式を変更するよりも、変えようとするものがそれまで大切にしてきた要素に気づき、段階的に

必要な変化を起こしていく必要がある、とされている。 

（参考：井部俊子,中西睦子監修：看護管理学習テキスト第２版 第２巻 看護組織論,日本看護協

会出版会,2012.） 

・組織文化の創造 組織のリーダーが組織文化の創造者である。管理者は、組織変革を試みるときに、

変革に向けた戦略が自組織の文化に適応しているかどうかを判断しなければならない。適応が難し

いようであれば、戦略を変更するか、もしくは組織文化を変えなければならない。組織文化を変え

てまで成し遂げなければならないような変革でなければ、戦略を変えることで対応できるが、組織

変革が急務で重要課題である場合には、組織文化の変革も必要である。組織文化を変革させるため

には、どのように文化つくられるのかを知っておく必要がある。そのためには組織の歴史を振り返

り、今の組織ができてきた経緯を知ることが大切である。 

（参考：井部俊子,中西睦子監修：看護管理学習テキスト第２版 第２巻 看護組織論,日本看護協

会出版会, 2012.） 

・ディプロマポリシー 学位授与方針のこと。 

・要素 看護系大学教員に必要な能力として区分を示す際に、携えるべき資質を項目として具体的に

示したもの。看護系大学教員に必要な能力を構成するもの。 

・臨地実習 看護が行われるあらゆる場で、直接患者、家族などに接する実習。看護学教育における

授業の一形態で、主に学外授業として実施される。実習のカリキュラム上の位置づけは講義、演習

による学科目と同等とみなされることで、看護学教育の特徴を示す。保健師助産師看護師学校養成

所指定規則により用いられる用語。1996 年(平成８年)のカリキュラム改正時に、看護師の役割拡大

に対応し、在宅看護論の表示などから、実習の場も病院に限らず看護の対象の生活する場であるこ

とを強調したことで、実習（1967～89）または臨床実習（1951～67、1989～96）から呼称が変更

された。 

  授業としての臨地実習では、教員が看護現象を教材化する能力を持つことが必要不可欠な要件で

ある。ここでの看護現象の教材化とは、学生が臨地実習において遭遇する多様な現象の中から実習

目的・目標達成に向け効果的な現象を選択し、再構成するという教員の教授活動を意味する。 

（参考：杉森みど里,舟島なをみ：看護教育学第 5 版,医学書院,2012.） 
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・レベル 看護系大学教員の能力について発展の段階を示したもの。ＦＤマザーマップでは、ＦＤプ

ログラムを実施する対象を、「レベルⅠ：知る」「レベルⅡ：自立してできる」「レベルⅢ：支援・

指導、拡大できる」として分類し、能力開発の段階を示した。開発当初は、レベルⅠを新任教員、

もしくは助教、レベルⅡを講師・准教授、レベルⅢを教授、管理者、として設定した。しかし、看

護系大学においては、看護実践の現場から直接教授に招聘されるなど、実践家としての経験が大学

教員としての経験の蓄積を示すとは限らず、必ずしも職位とレベルが一致しないことから、各大学

にとって活用しやすいように、職位から離れてレベルを想定した。各レベルは、ⅠからⅢに向かっ

て発展してゆくように構成されている。 
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２．看護系大学における FD 実態調査  

 本調査は各看護系大学が学内向けの FD を企画・運営する上でどの様な困難を感じているのか、また、

過去 2 年間で実施した FD プログラムはどのようなものであったか実態を調査するものであり、調査票

は「看護系大学における FD 実態調査」、「FD プログラム表」からなる。本調査の目的はこれらの実態

を調査することによって、FD マザーマップの内容、活用方法を検討することにある。 

調査は日本の看護系大学全 209 校の看護学科長宛に、依頼書を送付し調査依頼をした。調査票は本セ

ンターホームページに掲載した調査票をダウンロードしていただきメールにて返送いただくか、郵送に

て返送いただいた。調査は平成 24 年 11 月から平成 25 年 1 月に実施した。なお調査は千葉大学大学院

看護学研究科倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

 

1） 調査結果 

 

看護系大学における FD 実態調査 

 

（1）回収数 

 調査票配布数は日本の看護系大学全 209 校、回収数は 70 校（33.5％）であった。回収した調査票の

うちいくつかの欠損値や無効回答がある調査票が認められたが、著しく不適切な回答はなく全て有効回

答とした。 

  

（2）対象校の国公私立の別 

 回収した70校のうち国立大学は24校（34.3％）、公立大学は17校（24.3％）、私立大学は29校（41.4％）

であった。日本の看護系大学は国立大学 42 校、公立大学 47 校、私立大学 120 校であり、国公立大学の

方が私立大学よりも多くの割合の大学から調査協力が得られた。 

  

（3）回答者の FD 活動における立場（表 1） 

 所属する看護系学部・学科での FD 活動における回答者の立場は、「委員長等の活動の責任者」39 名

（55.7％）、「実行委員等の活動の一員」17 名（24.3％）、「その他」12 名（17.1％）であった。またそ

の他の 12 名の立場は学部長、学科長、専攻主任、講座主任、事務、などであった。 

表 1 FD 活動の立場 n＝70 

  人数 （％）    

委員長等の責任者   39 ( 55.7  )   

実行委員等の活動の一員   17 ( 24.3  )   

その他   12 ( 17.1  )   

無回答   2 ( 2.9  )   

 

（4）FD 体制について（表 2～5） 

 FD 委員会の有無については「ある」が 61 校（87.1％）と多数を占めるが、一方で「なし」と答えた

大学が 9 校（12.9％）あった。また、FD 委員の人数は平均 5.3±2.7 人（範囲：1～15 人）であり、 

「1～5 名」と答えた大学が 42 校（59.2％）と最も多かった。FD 予算は「ある」38 校（54.3％）、     
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「なし」31 校（44.3％）と大きな差はなかったが、「なし」と答えた大学には、予算は組まれていない

が請求すればある、と答えた大学が 3 校含まれていた。FD 予算があると答えた大学の予算額は平均で

32.2±44.3 万円（範囲：3～227 万円）であり、大学によりばらつきがみられた。分布で最も多かった

のは「～10 万円」で 10 校（26.3％）であった。 

表 2 FD 委員会の有無 n＝70           表 3 FD 委員（担当者）の人数 n＝70 

  人数 （％）    

ある   61 ( 87.1  )   

なし   9 ( 12.9  )   

 

 

 

表 4 FD 予算の有無 n＝70            表 5 予算金額 n＝38 

  人数 （％）    

ある   38 ( 54.3  )   

なし   31 ( 44.3  )   

無回答 
 

１ ( 1.4 ) 
 

 

 

 

 

 

 

（5）FD の企画・運営における困難（表 6） 

 FD 企画の実施に関する設問では困難と答える大学が多く、特に「多くの教員が参加できる FD 企画

の日程設定が困難」「新任教員の FD 企画が不十分」「多様な学習ニードを充足する FD 企画が困難」の

設問に対しては 60％以上の大学が「そう思う」または「ややそう思う」と答えていた。一方で、FD 委

員自身に関する困難を問う設問では「そう思わない」「ややそう思わない」と答える大学がいずれも 65％

を超えており、特に「FD 活動に対し FD 委員が消極的な態度」「FD 委員の知識不足により FD の企画・

運営が困難」では 70％以上が「そう思わない」または「ややそう思わない」と答えていた。また、「組

織的に継続可能な FD の企画が不十分」では「そう思う」「ややそう思う」と「ややそう思わない」「そ

う思わない」の割合に大きな差はなかったが、「体系的な FD の企画・運営が困難」では 54.3％が「そ

う思う」または「ややそう思う」と答えていた。 

自由記載においては、教員が忙しく時間の調整が難しい、学科共通（全学）FD はあるが看護特有の

FD 企画がない、教員個々のニーズに開きがあるため、全員のモチベーションを高めるテーマ設定が難

しい、FD 委員でありながら知識が無いため運営することが困難、などといった意見があった。 

 

（6）平成 22 年度・23 年度の FD 企画実施件数 

 平成 22 年度の FD 実施件数は、平均 2.1±2.4（範囲：0～17 件）であった。また平成 23 年度は、 

平均 2.6±2.7 件（範囲：0～14 件）であった。 

  人数 （％）    

1～5 名   42 ( 59.2  )   

6～10 名   24 ( 33.8  )   

11 名～   3 ( 4.2  )   

無回答   2 ( 2.8  )   

 

  人数 （％）    

～10 万   10 ( 26.3  )   

11～20 万   9 ( 23.7  )   

21～30 万   5 ( 13.2  )   

31～40 万   0 ( 0.0  )   

41～50 万   2 ( 5.3  )   

51 万～   5 ( 13.2  )   

無回答   8 ( 21.1  )   
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表 6 FD の企画・運営における困難 n＝70 

 

 

 

FD プログラム 表 

 

（1）回答校と回収数 

 調査協力のあった 70 校のうち、FD プログラムに回答いただけたのは 58 校（82.9％）であった。 

また回収数は 193 部であった。 

 

（2）企画の実施年度、実施時間 

 集まったプログラム表は、平成 23 年度のものが 120 件（62.2％）であった。平成 22 年度のプログラ

ムについては、FD 担当者が変更になったため分からない、資料がなく分らない、などの意見があった。

またプログラムの実施時間については平均 131±99.9 分（範囲：6～960 分）とプログラム内容によっ

て大きなばらつきがあるが、分布で最も多かったのは「61～120 分」の 104 件（53.6％）であった。 

 

（3）プログラムの参加者について（表 7，8） 

プログラム参加人数の平均は 32.7±19.4 人（範囲：2～123 人）であった。参加率は「80～100％」

の企画が 95 件（49.2％）であり約半数の企画が高い参加率を示す一方で、「～19％」のプログラムも 

9 件（4.7％）あった。 

（％） （％） （％） （％） （％）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

4 教育の基本的な知識・理論のFD企画が不十分

5 多様な学習ニードを充足するFD企画が困難

6 FD企画を評価することが困難

7 FD委員と他委員との役割分担が不明瞭

8 FD委員が多忙でありFDの企画・運営が困難

9 FD活動に対しFD委員が消極的な態度

14.3 40.0 25.7 17.1 2.9

1 FD企画へ対象教員の消極的な態度がある

10 FD委員の知識不足より、FDの企画・運営が困難

11 予算不足によりFDの企画・運営が困難

12 組織的に継続可能なFDの企画が不十分

18 12 2

10.0 14.3 31.4 41.4 2.9

8 24 18 17

2 多くの教員が参加できるFD企画の日程設定が困難

3 新任教員のFD企画が不十分

11.4 34.3 25.7 24.3 4.3

10 28

4 12 28 24 2

3

5.7 17.1 40.0 34.3 2.9

7 10 22

13 体系的なFDの企画・運営が困難

29

3 13 21 30 3
4.3 18.6 30.0 42.9 4.3

2

3 18 31 15 3
4.3 25.7 44.3 21.4 4.3

5 12 10 38 5
7.1 17.1 14.3 54.3 7.1

11 28 14 15 2
15.7 40.0 20.0 21.4 2.9

15 29 17 7 2
21.4 41.4 24.3 10.0 2.9

11 29 18 9 3
15.7 41.4 25.7 12.9 4.3

22 22 15 9 2
31.4 31.4 21.4 12.9 2.9

無回答

19 23 23

22.9 44.3 18.6 11.4 2.9

32.9
3 2

2.9

そう思う ややそう思う
やや

そう思わない
そう思わない

4.3 27.1 32.9

16 31 13 8 2
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表 7 参加人数 n＝193               表 8 参加率 n＝193 

  件数 （％）    

～20 人   37 ( 19.2  )   

21～40 人   117 ( 60.6  )   

41～60 人   21 ( 10.9  )   

61～80 人   3 ( 1.6  )   

80～100 人   4 ( 2.1  )   

100 人～   3 ( 1.6  )   

無回答   8 ( 4.1  )   

   

（4）プログラム対象者について 

 プログラムの対象者（複数回答）は「全教員」が多く 162 件（85.3％）であった。「新任教員」は 

13 件（6.8％）、「その他」は 43 件（22.6％）であった。その他には実習病院の実習指導者、職員（SD

を兼ねた FD）、大学院生などが含まれていた。 

 

（5）プログラムの目的について（表 9） 

 プログラム目的（複数回答）で最も多かったのは「講義遂行能力の向上」84 件（44.2％）であり、次

いで「実習遂行能力の向上」76 件（40.0％）、「演習遂行能力の向上」65 件（34.2％）と、授業に関す

る目的が上位を占めた。一方で「その他」の目的が 62 件（32.6％）あり、その内容は、現代の学生へ

の対応方法や、進路相談、アカデミックハラスメント、危機管理、大学の理念・建学精神などについて

であった。 

表 9 プログラム目的（複数回答） n＝190 

  件数 （％）    

講義遂行能力の向上   84 ( 44.2  )   

演習遂行能力の向上   65 ( 34.2  )   

実習遂行能力の向上   76 ( 40.0  )   

研究能力の向上   56 ( 29.5  )   

社会貢献能力の向上   21 ( 11.1  )   

その他   62 ( 32.6  )   

 

（6）講師について（表 10，11） 

 講師の所属は「所属する看護系学部・学科」が最も多く 87 件（47.5％）であり、次いで「学外の大

学（看護以外）」34 件（18.6％）、「学外の大学（看護系）」25 件（13.7％）と続いた。また「その他」

が 28 件（15.3％）あり、その内容は、文部科学省、日本看護協会、海外の連携大学、附属病院の看護

師、学外の予備校、学内の事務職員などがあった。一方で講師のいないプログラムもあり、それは相互

授業参観、グループワーク等であった。 

講師の選定方法については「学内の教員の推薦」が 114 件（62.6％）と最も多く、次に多いのが「学

会・研修の情報」24 件（13.2％）、「先行研究・資料の情報」22 件 12.1％であった。一方で「その他」

  件数 （％）    

～19％   9 ( 4.7  )   

20～39％   16 ( 8.3  )   

40～59％   20 ( 10.4  )   

60～79％   46 ( 23.8  )   

80～100％   95 ( 49.2  )   

無回答   7 ( 3.6  )   
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が 56 件（30.8％）あり、その内容は、研究助成金を受けている、授業アンケートで評価の高い教員、

大学の方針、などであった。 

表 10 講師の所属（複数回答） n＝183                    表 11 講師の選定方法（複数回答） n＝182 

  件数 （％）    

所属する看護系学部・学科   87 ( 47.5  )   

学内の他学部・学科   21 ( 11.5  )   

学外の研究機関   12 ( 6.6  )   

学外の大学（看護系）   25 ( 13.7  )   

学外の大学（看護以外）   34 ( 18.6  )   

その他   28 ( 15.3  )   

 

（7）教材作成者（表 12） 

 教材の作製は、FD プログラムの講師が 148 件（78.7％）、「FD 委員」65 件（34.6％）、「既存のもの」

5 件（2.7％）であり、FD プログラムに際しては、ほとんどの企画が新たに教材を作成していた。 

表 12 教材作成者（複数回答） n＝188  

  件数 （％）    

FD 委員   65 ( 34.6  )   

講師   148 ( 78.7  )   

既存のもの   5 ( 2.7  )   

その他   13 ( 6.9  )   

 

（8）実施方法 

 実施方法（複数回答）は、講義が最も多く 143 件（74.1％）、次いで「グループワーク」86 件（44.6％）、

「その他」47 件（24.4％）であった。その他の内容には、授業公開、PC 演習、アンケート、全体討議、

ワークショップ、病院でのシャドーワーク、などが含まれた。 

  

  件数 （％）    

学会・研修の情報   24 ( 13.2  )   

先行研究・資料の情報   22 ( 12.1  )   

文科省・厚労省の情報   14 ( 7.7  )   

学内の教員の推薦   114 ( 62.6  )   

学外の教員の推薦   4 ( 2.2  )   

その他   56 ( 30.8  )   
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２）調査票 
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３．FD プランニング支援データベースの作成  

  

1）FD プランニング支援データベース 

FD プランニング支援データベースとは千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター

が平成 23 年度から実施している「看護学教育における FD マザーマップの開発と大学間共同活用の促

進」プロジェクトの取り組みのひとつである。 

本データベースは、同プロジェクトで開発した「看護学教育における FD マザーマップ」を掲載する

データベースと、各看護系大学が実際に行った FD 実績を集積する「看護系大学の FD 実績表」データ

ベースで構成しており、簡単な操作で必要とする実践的な情報、FD に利用できる資料（物的資源）や

講師（人的資源）の情報を入手することが可能となる。また、本データベースを各看護系大学が活用す

ることによって、大学間の相互交流が活性化されることが期待される。 

本データベースは「看護学教育における FD マザーマップ」および「看護系大学の FD 実績表」を公

開し、共同活用することによって、各看護系大学が高等教育における看護学教育の特質を踏まえた有効

な FD を計画的に企画・実施・評価していくための一助となることを目指すものである。 

 

2）FD プランニング支援データベースの対象者 

・日本の看護系大学、全 209 校（センターが各大学に ID を発行し、ログイン管理を行う） 

・一般ユーザー（フリーアクセス） 

 

3）FD プランニング支援データベースの機能、使用方法 

(1)「看護学教育における FD マザーマップ」データベース 

FD マザーマップの閲覧 

 トップページから該当ページにアクセスできる。アクセスフリー。 

登録校全体の集計データの閲覧 

集計データとは、登録校全体のマザーマップの実施状況を集計したものである。トップページから

該当ページにアクセスできる。アクセスフリー。 

FD マザーマップの各要素に関連する実績表の閲覧 

FD マザーマップの、要素ごとに「看護系大学の FD 実績表」とリンクするアイコンがあり、選択

すると関連する実績表を閲覧することができる。ログインページ、一般ページのいずれからも閲覧

することができる。 

ログイン（看護系大学） 

センターより各看護系大学にログイン ID とパスワードを発行する。登録校はログインページより

各校の専用ページにログインできる 

FD マザーマップの実施状況のチェック（看護系大学） 

  登録校は FD マザーマップに示される項目をチェックすることができ、また、自大学がどの程度 FD

マザーマップの項目を実施しているのかを確認することができる。チェックした内容は保存でき、

自大学における FD 実施状況を経時的に評価することができる。使用方法は以下の通り。 

・取得したログイン ID とパスワードを使って、各登録校の専用ページにログインする。 

・ログイン後、FD マザーマップ該当ページより、ガイドに従い FD マザーマップのチェックをする
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ページへと入る。 

・マザーマップの各項目を選択し、その項目が実施できていれば「実施」ボタンをクリック。取り消

す際は「実施を取消す」ボタンをクリックする。 

・同じ要領で全ての項目をチェックしていく 

・項目をチェックすると、「全体ビュー」に表示される全体の「実施率」に反映され、自大学の実施

率を確認できる 

 

(2)「看護系大学の FD 実績表」データベースの機能、使用方法 

FD 実績表の検索・閲覧 

トップページより検索ページにアクセスし、大学名、実施年度、FD の種類、キーワードで FD 実

績表を検索し、閲覧することができる。アクセスフリー。 

ログイン（看護系大学） 

FD マザーマップデータベース同様。センターより各看護系大学に発行した ID とパスワードで各大

学の専用ページにログインする。 

FD 実績表の登録（看護系大学） 

・センターより発行された ID とパスワードでログイン 

・各看護系大学で取り組んだ FD 企画について、データベース上の実績表入力フォームより入力し、

エントリーする。 

・センターのデータベース管理者が FD 実績表を検閲後、データベース上に掲載される 

 

4）FD プランニング支援データベース作成スケジュール 

 

 

※FD プランニング支援データベースは平成 25 年度の試用期間を経て再検討を行う予定であり、掲載さ

れている内容は平成 24 年 3 月現在のものである。 

12月 1月 2月 3月

 FDマザーマップの作成

 実績表の作成

 サイトの構築

基本設計

サイト管理者機能の構築

看護系大学機能の構築

一般ユーザー機能の構築

サ
イ
ト
公
開
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４．出張報告  

１）平成 24 年 10 月 27 日 岐阜大学サテライトキャンパス  

出張者：黒田久美子、遠藤和子 

 目  的：第 46 回医学教育セミナーとワークショップの参加および見学、懇親会参加 

 内  容：関係者への挨拶、3 つのワークショップの見学、セミナーおよび懇親会に参加した。岐阜

大学医学教育開発研究センター長および、今回の企画責任者から、共同利用拠点としての

ワークショップ、セミナーの開催について、具体的な企画方法と現状の問題等について教

示を得た。懇親会にて、企画担当者やワークショップ講師等が、今後、本看護実践研究指

導センターとの協働を希望していることを確認した。 

 

２）平成 24 年 11 月 23 日、24 日 くにびきメッセ（島根県立産業交流会館） 

出張者：鈴木友子 

目 的：大学教育学会 2012 年度課題研究集会への参加 

内 容：本集会は「グローバル社会における大学教育の質保証」をメインテーマに、基調講演と 

5 つのシンポジウム「中退問題から考える大学の質保証」「共通教育の新段階」「FD の実

践的課題解決のための重層的アプローチ」「資格課程カリキュラム・マネジメントにおけ

る大学人の構成と機能」「学生支援に携わる教職員に求められる能力とは何か」が行われ

た。本集会を通じて、現在の日本の高等教育が直面している課題や、FD の新たな取り組

みに関する知見を得ることができた。同時に今後看護学教育における FD を推進していく

上で、看護学以外の領域の FD の取り組みから知見を得ることも重要であることを認識し

た。 

 

３）平成 24 年 12 月 15 日 熊本大学生命科学研究部 看護学専攻棟 E506 

  出張者：遠藤和子 

  目 的：国際シンポジウム―看護学・保健学における大学院教育と研究―への参加 

  内 容：看護学系大学の大学院教育と研究に関して、3 題の講演があった。①アメリカの“The 

Future of Nursing ”(報告書)に基づいた、高度実践看護師（APN）の人材確保のため

の、博士課程教育の動向について、②日本の看護教育の動向、③大学院研究の国際化と

その進め方、である。講演内容と質疑から、大学院教員の能力とその人材養成について、

開発中の FD マザーマップの枠組みが確認され、研究における要素について新たな知見

があった。 
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５．備品  

１）講義収録システム（PowerRecMV） 1 台 

  購入目的・用途：ＦＤ研修等で実施された講義を録画し、DVD に保存することで、 

他大学・他施設で活用できる準備を行った。 
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Ⅲ．活動の総括   

 

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクトは、2 つの柱

から構成される。（１）看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発（平成 23 年度から平成 25 年

度）および、（２）大学間共同活用体制の構築と展開（平成 26 年度・平成 27 年度）である。 

 

１．平成 23 年度・24 年度「看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発」の達成状況 

 平成 23 年度・24 年度は、キックオフ講演会(平成 23 年度)を皮切りに、看護学・高等教育の専門

家による専門家委員会を組織し、看護系大学教員に求められる能力を明らかにした。この 2年間で

専門家会議（計 7 回）、検討会（計 8 回）を開催し検討を重ねた。成果として、次の８点が挙げら

れる。 

①看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発キックオフ講演会～看護系大学の輝く未来を担う

ＦＤのあり方を問う～(於千葉)を開催した。 

②看護学系大学教員に求められる能力を、「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」「運営」の 5 つの区

分に特定し、それぞれを要素とレベルで示し、構造化した。 

③②を基に、「看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発（試案）」を作成した。 

④③について、専門家委員の所属していない大学５校から協力を得てヒアリングを実施した（平成

24 年度）。 

⑤④の結果を基に試案の洗練を経て「看護学教育におけるＦＤマザーマップ Ver．１」を作成し

た。  

⑥以上と並行して、各看護系大学で実施されているＦＤプログラムに関する実態調査（平成 22 年

度、23 年度分）を実施した。  

これらは、ほぼ計画に基づき進行してきている。他に、 

⑦「看護学教育におけるＦＤマザーマップ」を広く周知するために、雑誌「看護教育」に掲載した。 

さらに、今後の活動として、開発したＦＤマザーマップを複数大学で使用し、その効果を検証した上

でさらに洗練させ、「看護学教育におけるＦＤマザーマップ」を開発する予定である。このために、当

初、平成 26 年度に予定していた  

⑧「看護学教育におけるＦＤマザーマップ活用ガイド Ver．１（試行版）」を作成した。 

 

２．今後の課題 

平成 25 年度は、作成した活用ガイドを用いて、複数大学での試用と効果の検証と、ＦＤマザーマッ

プの完成、および、この事業のさらなる周知活動が課題となる。さらに、平成 26 年度以降は、大学間

共同活用体制の構築と展開に向けて、全国から基幹校を選定し、ＦＤマザーマップの活用に関する研修

の開始と、基幹校を中心にＦＤマザーマップの大学間共同活用システムを整備する。そのために、ＦＤ

マザーマップの活用に向けて、講演会等の開催、研修の企画、組織体制づくりが必要とされる。 

また、平成 26年度以降、ＦＤマザーマップを活用した看護教員の能力開発に関する情報を国際発信

するとともに、大学化の進展途上にある東南アジア地域の看護教育機関に向けた情報提供を行い、看護

学教育分野の教員の能力開発における、わが国の国際貢献の先鞭をつける予定である。  

この国際発信に関して、今年度開発したＦＤマザーマップが、アメリカ、カナダの研究者にも注目さ
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れ、特に教員の能力をレベルで示したことは類をみないことから、新たな共同研究の布石となり、東南

アジア地域以外でも活用される可能性を示した。 

 

   

Ⅳ．今後の活動予定 

１．FD マザーマップの完成 

平成 25 年度は、引き続き専門家委員会を組織し、基幹校での試用を基に委員会での検討を経て FD

マザーマップを精錬し、「看護学教育における FD マザーマップ Ver.１」を完成させる。 

２．FD マザーマップ試案の実践活用に向けて  

  FD マザーマップ試案の実践活用に向けて次の活動を予定している。 

１）複数の大学との協働により試用し、各大学における FD 活動を支援する。 

２）千葉大学看護学研究科内で FD 活動に活用する。 

３．周知活動 

１）ＦＤ講演会を開催する（平成 25 年 6 月 29 日）。 

３）学会等による展示・発表、および、「看護学教育における FD マザーマップ活用ガイド Ver.１（試

行版）」の配布などを実施する。 
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本報告書は、大学における看護学教育の体系的なＦＤ活動を広く支援するために

作成されたものであり、自己の看護系大学教員を対象とするＦＤ活動を行おうとする

大学は、看護学教育研究共同利用拠点である千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践

研究指導センター（以下「看護実践センター」といいます。）に連絡し、本報告書の使用

条件に関する書面を看護実践センターと取り交わすことで、無償で、本報告書の全部

または一部を複製、頒布又は一部改変（以下「複写等」といいます。）して使用するこ

とができます。 

上記の場合以外、本報告書を無断で複写等することは著作権の侵害として禁じられます。 

連絡先は、以下の通りです。 

  

 

看護学教育における FDマザーマップの開発と大学間協働活用の促進 

活動・成果報告書（2011年～2012年度） 

平成 25年 3月発行 
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